


近
世
後
期
に
お
け
る

一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能

-

越

後

国

糸

魚
川

町

の
場

合
-

鶴

岡

美

枝

子

本
稿
は
'
越
後
国
の
西
端
'
現
在
の
西
頚
城
郡
に
お
い
て
享
保
二
年

(
1
七
1
七
)
以
降
'
約

一
万
石
の
大
名
領
を
形
成
し
た
糸
魚
川
餌

の
領
主
経
済
に
'
陣
屋
所
在
地
糸
魚
川
町
が
如
何
な
る
経
済
的
機
能
を
有
し
て
い
た
か
を
.
買
租
体
系
の
歴
史
的
変
化
を
通
し
て
考
姦
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

領
域
経
済
完
結
の
可
能
性
な
り
限
界
が
'
そ
の
所
領
規
模
の
広
狭
や
'
生
産
力
'
領
域
の
集
中

･
分
散
度
等
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
｡
独
自
な
領
域
経
済
を
持
ち
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
小
藩
の
領
主
経
済
と
'
上
級
旗
本
に
お
け
る
領
主
経

済
と
'
果
し
て
差
異
が
あ
っ
た
の
か
'
ま
た
幕
藩
体
制
と
呼
ば
れ
る
社
会
体
制
の
全
構
造
の
上
で
'
大
半
を
占
め
る
小
津
の
領
主
経
済
の

現
実
が
'
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
'
さ
さ
や
か
な

一
素
材
を
提
供
し
て
み
た
い
と
思
う
｡

本
題
に
入
る
前
に
'
松
平
氏
入
封
以
前
の
糸
魚
川
町
に
つ
い
て
'
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
｡

近
世
初
期
の
糸
魚
川
に
つ
い
て
は
'
知
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
｡
所
伝
に
よ
れ
ば
'
上
杉
謙
信
の
義
塩
の
故
事
に
遡
り
'
永
禄

(
或
い
は

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

五
五



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

五
六

天
文
の
頃
と
も
い
う
)
の
頃
か
ら
塩
の
輸
送
路
と
し
て
'
大
網
峠

･
地
蔵
峠
の
細
道
を
経
て
糸
魚
川
へ
至
る
信
州
と
の
往
来
多
く
'
糸
魚

川
は
謙
信
の
居
城
春
日
山
に
も
近
い
上
に
'
要
害
堅
固
の
た
め
'
信
濃
国
境
山
口
･
虫
川
の
両
所
に
番
所
を
建
て
'
士
役
人
を
派
遣
し
て

(1
)

警
備
さ
せ
'
更
に
糸
魚
川
に
は
信
州
の
者
の
宿
を
な
す
も
の
六
軒
を
定
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
｡

慶
長
三
年
上
杉
氏
会
津
移
封
の
あ
と
を
受
け
て
'
春
日
山
へ
四
五
万
石
で
入
っ
た
堀
氏
は
'
舎
弟
を
山
口
番
所
の
西
北
根
小
屋
の
城
に

入
れ

(遺
民

一
漢
で
破
壊
)
'
同
五
年
糸
魚
川
清
崎
に
築
城
を
着
手
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
確
証
は
な
い
｡

史
実
と
し
て
確
実
性
を
帯
び
て
-
る
の
は
'
慶
長

一
五
年

(
T
六
1
0
)
堀
氏
の
所
領
没
収
後
'
家
康
の
六
男
松
平
忠
輝
が
福
島
城
に
入

り
'
越
後
と
信
州
川
中
島
六
〇
万
石

(
1
説
に
は
七
五
万
石
)
を
領
す
る
に
及
び
'
糸
魚
川
の
城
に
は
重
臣
松
平
信
宗

･
倍
直
父
子
を
配

(2
)

L
t

一
万
六
千
五
百
石
を
与
え
た
と
す
る
御
美
紀
の
記
事
で
あ
る
｡

慶
長

1
九
年
忠
輝
墜
向
田
城
を
築
き
'
福
島
か
ら
移
っ
た
が
'
元
和
二
年
(
1
六
〓
ハ)
忠
輝
改
易
の
後
'
高
田
領
は
酒
井
家
次
の
所
領

(
!
○
万
石
)
と
な
っ
た
が
'
元
和
五
年
松
平
忠
昌
が
高
田
城
主
と
な
る
迄
の
三
年
間
の
糸
魚
川
の
領
主
関
係
は
詳
か
で
な
い
｡
元
和
五
年

三
月
信
州
川
中
島
よ
り
松
平
忠
昌
が
高
田
へ
入
り
'
頚
城

･
魚
沼

･
刈
羽
三
郡
内
に
二
五
万
石
を
領
す
る
に
至
り
'

｢忠
昌
弱
齢
の
故
を

(3
)

以
て
｣
稲
葉
正
成
を
与
力
と
し
て
附
属
さ
せ
'
糸
魚
川
に
1
万
石
'
旧
飯

(美
濃
)
と
併
わ
せ
て
こ
万
石
を
領
せ
し
め
た
｡
更
に
寛
永
元

午

(
〓
ハ
二
四
)
忠
昌
は
越
前
北
の
庄

(福
井
)
へ
移
り
'
松
平
忠
直
の
子
光
長
が
越
前
北
の
庄
よ
且
向
田
城
へ
入
り

(二
六
万
石
)'
糸
魚

(4
)

川
に
は
荻
田
隼
人
を
城
代
と
し
て
配
し
'

一
万
四
千
石
を
与
え
て
い
る
｡
以
後
'
所
謂
越
後
騒
動
と
し
て
'
越
後
中
将
家
が
改
易
さ
れ
る

天
和
元
年
(
一
六
八
一
)
ま
で
の
五
八
年
間
'
糸
魚
川
町
は
高
田
藩
城
代
荻
田
氏
の
城
下
町
と
し
て
存
在
し
た
｡

寛
永
-
延
宝
期
の
糸
魚
川
町
が
荻
田
氏
に
よ
っ
て
'
ど
の
程
度
積
極
的
な
町
作
り
が
行
わ
れ
た
か
は
'
拠
る
べ
き
史
料
が
な
い
｡

前
代
の
糸
魚
川
に
つ
い
て
は
'
堀
氏
所
餌
時
代
に
施
行
さ
れ
た
慶
長
三
年
の
大
町
検
地
帳

一
冊
の
み
が
現
存
す
る

(糸
魚
川
市
大
町
小
林

家
文
書
)｡
所
謂
古
桧
と
称
さ
れ
る
堀
検
地
で
'

1
段
三
六
〇
歩
'
大
小
半
の
男
法
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
.
こ
の
慶
長
三
年
の
検
地
帳
に



第1表 慶長3年大町

持高構成

持高区分 戸数 屋敷

持9石以上

1 18-9石 0 0
7-8 2

16-7 0
05.}6 1 1

4-5 3 ★

33.}4 1

02--3

7 31

.}2 16 61石

未満 17 17計 4822

荘1日･●内1戸は2笹持ち
姓21･･はし りの良取は除外

よ
れ
ば
'
大
町
に
於
て
名
請
人
は
全
部
で
四
八
人
'
外

に
寺
院
三
､
は
し

り

･
惣
中
持
が
各

一
撃
宛
あ
り
'
分
米
高
の
最
高
は
九
石
壱
斗
二
升
二
合

四
勺
'
最
低
は
四
升
弐
合
'
屋
敷
持
ち
が
二
四
戸

(
内
寺
院

一
'
二
筆
持

ち

〓
戸
)
'
無
塵
淑
二
五
'

ま
た
屋
敷
地
の
み
で
耕
地
を
保
有
し
な
い
も

の
六
戸
と
な
っ
て
い
る
｡
総
分
米
高
九
七
石
六
五
九
八
か
ら
'
寺
院
'
惣

中

･
は
し

り
の
名
詩
分
八
石

一
〇
四
を
差
引
い
た
平
均
持
高
は
'

二
戸
当

り

一
石
八
六
五
七
余
と
な
鳶

こ
の
検
地
帳
で
見
る
限
り
'
慶
長
三
年
堀
氏
入
国
当
時
の
糸
魚
川
町
は
'
普
通
の
農
村
衆
落
と
さ
し
て
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
｡
た
だ

慶
長
九
年
糸
魚
川
に
信
州
問
屋
六
軒
が
堀
氏
か
ら
指
定
さ
れ
'
山
口
･
虫
川
両
関
所
出
荷
物
の
通
手
形
の
発
行
を
行
な
っ
て

い
る

こ
と

(｢信
州
問
屋
由
来
記
鑑
｣)'
慶
長

一
六
年
に
は
糸
魚
川

へ
宛
て
た
松
平
忠
輝
の
重
臣
連
署
の

｢伝
馬
書
出
｣
(小
林
家
文
番
)が

存
す
る
か
ら
'

北
陸
道
の
宿
駅
と
し
て
の
機
能
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

荻
田
氏
在
城
時
代
に
は
'
山
口
･
虫
川
の
両
関
所
に
組
下
の
士
人
を
在
番
と
し
て
配
置
し
'
糸
魚
川
に
は
四
百
石
か
ら
五
〇
石
ま
で
の

(5
)

家
臣
六
四
軒
'
そ
の
他
扶
持
給
金
人
が
武
家
町
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
分
限
帳
に
よ
っ
て
知
ら
れ
'
ま
た
そ
の
分
限
帳
に
は
町
奉
行
の

役
名
が
見
ら
れ
る
か
ら
'
町
奉
行
を
配
し
て
糸
魚
川
町
の
行
政
を
執
行
し
た
こ
と
が
判
る
が
'
町
民
の
身
分
自

体
は
百
姓
と
し
て
登
録
さ

(6
)

れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る

｡

慶
長
か
ら
元
和
に
か
け
て
の
目
ま
ぐ
る
し
い
領
主
の
変
啓
の
あ
と
を
受
け
て
荻
田
氏
時
代
の
糸
魚
川
町
は
'
五
八
年
間
の
安
定
期
を
迎

え
て
如
何
な
る
城
下
町
的
変
容
を
恋
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
､
天
和
元
年
越
後
中
将
家
の
改
易
に
よ
っ
て
糸
魚
川
の
城
は
破
却
さ
れ
'

所
謂
城
下
町
は
消
滅
す
る



第2表 糸魚川町領主変遷表

近
世
後
期
に
お
け
る
二
刀
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(亀
岡
)

五
八

幕領

稲葉丹後守(高田藩10万石)

幕領

日向延岡より有馬清純(糸魚川5万石)

幕領

出羽村山より本多助芳(糸魚川 1万石)

3

1

4
8

12

2

享

禄

′
′

′
保

貞

元

′
′

′
享

"

"

"
"

～

"

2

3

1
4

8

12

和

事

禄

禄

禄

禄

天

貞

元

元

元

元

尤
も
'
近
世
初
頭
以
来
の
糸
魚
川
町
は
'
日
本
海
に
画
し
た
北
陸
道
か
ら
の
信
州
向
け
交
通
路
の
一

拠
点
と
し
て
'
軍
事
的
且
つ
経
済
的
要
衝
で
あ
り
'
近
世
の
所
謂
城
下
町
都
市
と
し
て
の
性
格

よ
り

(7
)

も
'
交
通
都
市
的
性
格
を
帯
び
た
在
郷
町
で
は
な
か
っ
た
か
｡

そ
の
後
'
本
稿
で
主
題
と
す
る
享
保
二
年
松
平
氏
入
封
ま
で
'
屡
次
の
支
配
の
変
転
を
見
る
が

(第
二

表
)
､
小
規
模
と
は
い
え
'
城
の
消
滅
は
'
糸
魚
川
町
に
相
当
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
｡

松
平
家
改
易
後
の
天
和
二
年
'
旧
高
田
領
内
に
総
検
地
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
'
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
'
当
時
糸
魚
川
町
の
構
成
は
寺
町

･
大
町

･
新
屋
町

･
七
開
町

･
横
町

(
の
ち
東
西
二
町
に
分
る
)

･

新
田
町

･
鉄
砲
町
の
七
町
と
な
っ
て
お
旦

以
後
幕
末
ま
で
町
名
の
異
同
は
な
い
｡
う
ち
前
記
五
町
は
所

(8
)

謂
古
町
で
あ
っ
て
'
あ
と
の
新
田

･
鉄
砲
町
の
二
町
は
慶
安
年
間
開
町
と
伝
え
ら
れ
る
新
町
で
あ

る
｡

こ

の
二
町
の
新
町
が
如
何
な
る
過
程
で
成
立
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
'
所
謂
古
町
が
北
陸
道
の
街
道
筋
に

沿
っ
て
細
長
く
東
西
に
並
置
さ
れ
て
い
る

(
町
長

二
二
丁

一
七
間
半
)
の
に
対
し
'
新
町
は
横
町
と
新
屋

･
七
間
両
町
境
を
起
点
と
し
て
'
信
州
路
へ
向
っ
て
南
北
に
丁
字
形
に
伸
び
て
い
る

(
町
長
六
丁
三
〇
間

余
)
｡

こ
の
古
町
と
新
町
と
の
立
地
条
件
の
差
異
は
'
糸
魚
川
町
の
信
州
筋
と
の
貨
物
の
中
継
地
と
し
て

(9
)

の
発
展
を
考
え
る
上
で
頗
る
示
唆
的
で
あ
る
｡

旧
高
田
藩
領
に
於
て
実
施
さ
れ
た
天
和
検
地
は
'
頚
城
郡
関
川
を
境
し
て
'
東
北
部
は
真
田
伊
豆
守
'
西
南
部
は
諏
訪
因
幡
守

(忠
晴
)

(_o
)

の
担
当
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
諏
訪
氏
の
家
臣
諏
訪
図
書
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
糸
魚
川
町
の
検
地
請
高
は
'

一
二
七
八
石
八
三
二
で
'
各

町
別
の
石
高
は
第
三
表
の
通
り
で
あ
る

(
石
盛
は
上
々
田

1
六
'
上
田

1
五
'
中
田

二
二
'
下
田

〓

'
下
々
田

一
〇
'
上
畑
七

･
五
'

中
畑
五
'
下
畑
三

･
七
'
下
々
畑
二
･
七
'
屋
敷
七
･
五
)
｡
こ
こ
で
糸
魚
川
七
ケ
町
の
う
ち
'
天
和
検
地
帳
の
現
存
す
る
大
町
(古
町
)



第3表 天和4年検地糸魚川
7ケ町請高

第4表 天和4年古 ･新町地目別比較

表 第5表 天和4年古 ･新町持高構成と新田町(新町)について比較してみよう｡まず両



第6表

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
的
)

六
〇

二

名
'
残
り
の
総
戸
数
の
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
弱
が

一
石
未
満
の
屑
と
な

っ
て
い
る
｡
新
田
町
の
場

合
は
名
請
人
九
五
名
の
う
ち
'
名
主
の
惣
左
衛
門
の
1
石
五
二
一
余
と
'
四
筆
合
計
八
畝
三
歩
の
屋

敷
地
を
持
つ
平
兵
衛
の
一
石
二
四

〇
の
他
は
'
全
部
七
斗
未
満
と
い
う
零
細
反
別
に
平
均
化
し

て
い

る
｡
ま
た
大
町
に
は
無
屋
敷

一
九
名
を
数
え
る
の
に
対
し
､
新
田
町
は
名
請
人
全
員
が
屋
敷
地
を
持

ち
'

一
人
別
の
保
有
地
の
規
模
も
'
平
均

一
畝

二

歩
の
屋
敷
地
と
'

二
畝

一
九
歩
程
度
の
畑
地
持

ちの町民を標準として

いる(罪六表参照)｡

既述のように'新田町は

鉄砲町と共に'天和検地

よ旦二十数年前の慶安五

年(一六五二)開町と伝えられ

るが'天和元年

清崎城破却の際｢城跡糸魚川町百姓へ被下置侯｣(｢信州問屋由来記鑑｣)とあるよう

に'耕地の大部分を占める畑地第7表 天和4年新田町畑地等級別地積

畝 歩上 畑 220.19中 畑 ★30.04下 畑 7.00下 畑

5.21*内14.07は城古材未済置場(免租地) の殆

んどは'城跡･家中地の字名を有Lt屋敷地と同じ石盛である上畑にランクされてい

る

(第
七
表
参
府
)｡
こ
の
こ
と
は
'
同
じ
く
新
町
で
僅
か
九
石
五
斗
余
の
高
請
地
を
持
つ
鉄
砲

(n
)

町
に
つ
い
て
も
'

｢当
町
田
方
無
御
座
候
'
其
外
居
屋
敷
地
子
高
導

-御
座
候
･･･-
｣
と
あ
っ
て
'

唐
主
の
没
落
が
零
細
な
農
民
究
落
成
立
の
促
進
剤
と
な
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
｡

新
町
の
構
成
者
が
如
何
な
る
出
自
を
持
つ
か
は
不
明
で
あ
る
が
'
恐
ら
く
大
町
の
検
地
帳
に
登
載

さ
れ
て
い
る
四
斗
未
満
の
屑
と
等
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
｡
す
な
わ
ち

一
七
世
紀
の
後
半
と
い
う
時
期
に
'
複
合
家
族

か
ら
の
単
婚
小
家
族
農
民



を
追
っ
て
み
よ
う
｡

元
禄
九
年
新
田
町
の
明
細
帳
に
は

｢新
田
町
男
女
家
職
之
儀
は
謂
作
之
間
二
小
あ
き
な
い
井
貸
手
間
日
用
取
按
世
い
た
し
申
俵
｣
と
あ

っ
て
'
自
給
飯
米
確
保
の
た
め
の
詩
作
と
'
家
計
補
助
と
し
て
の
小
あ
き
な
い
'
貸
手
間

･
日
用
取
が
再
生
産
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
｡
元
文
二
年
正
月
の
鉄
砲
町
の
頗
番
に
も

｢当
町
之
儀
過
半
少
々
宛
詩
作
仕
'
共
外
信
州
へ
背
負
い
荷
日
傭
取
'

草
履
わ
ら
ん
す
こ
而
渡
世
仕
侯
｣
と
述
べ
ら
れ
'
信
州
往
還
路
に
沿
っ
た
宋
蕗
の
生
業
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
借
地
農
を
主
体
と
す
る
新
町
成
立
の
母
胎
と
な
っ
た
古
町
に
つ
い
て
み
る
と
'
享
保

1
五
年
の
大
町
明
細
帳
に
'
ほ
ぼ
そ

の
概
貌
を
伝
え
て
く
れ
る
｡

男
か
せ
き
之
俵
田
畑
作
方
井
浜
梅
猟
師
其
外
之
者
ハ
詩
作
或
ハ
日
用
貸
取
持
送
り
等
之
励
ミ
仕
法
世
送
り
申
候
'
尤
近
年
春
秋
海
猟

一
円
無
之
'
直
段
過
分
三
下
直
二
罷
成
'
猟
師
之
儀
ハ
不
及
中
上
日
用
取
二
重
迄
殊
之
外
弱
り
'
冬
芽
シ
等
二
別
Ttjm
雑
伐
仕
供
'
女

か
せ
き
之
儀
夏
ハ
耕
作
之
手
伝
仕
'
冬
ハ
木
綿
其
外
網
苧
う
み
貸
之
手
間
を
以
暮
し
申
侯
'
其
外
法
世
之
助
カ
ニ
開
成
侠
は
げ
み

一

円
無
御
座
候
等
'

猟
師
有
無
之
事
'
是
ハ
当
村
二
古
来
才
猟
師
有
之
'
前
々
･qQ網
役
銀
井
船
役
銀
共
年
々
上
納
仕
侯
'
但
海
猟
魚
春
は
鰯
鮪
的
鰯
鯛
'

夏
ハ
つ
ば
い
そ
鮒
'
秋
ハ
鮭
貼
'
冬

ハ
鰯
あ
さ
は
鮫
之
板
取
申
俵
云
々

1
.
諸
運
上
之
事
'
是

ハ
当
町
商
人
御
役
茶
た
は
こ
麻
干
鰯
井
米
大
豆
小
豆
之
翫
当
所
才
出
荷
物
入
荷
物
之
分
'
町
年
寄
中
御
改
之

上
御
役
銀
御
取
立
被
成
侯
'
尤
商
船
海
猟
船
之
儀

ハ
船
肝
煎
方
取
立
上
納
仕
侯
t

.

1
.
酒
屋
四
軒
'
是

ハ
前
々
才
御
座
供
'
尤
御
運
上
差
上
造
酒
仕
侯
事

｢

商
人
之
等

内
壱
軒
ハ
近
在
江
椛
売
二
罷
出
侯
'

近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
附
)



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

七
軒

ハ
近
在
江
暗
木
綿
類
売
申
侯

六

二

四
軒

ハ
能
生
町
市
場
江
商
売
二
参
侯

五
軒
ハ
た
は
こ
麻
大
豆
小
豆
米
千
か
其
外
塩
肴
之
類
他
所
江
売
買
仕
侯

是

ハ
町
中
百
姓
名
子
水
春
迄
之
内
所
々
江
商
売
二
罷
越
渡
世
任
侠
事

●

一
'
諸
職
人
之
事

紺
屋
六
軒
'
桶
屋
三
軒
'
大
工
弐
軒
'
木
挽
壱
軒
'
鍛
冶
三
軒

一
'
近
郷
市
場
市
日
之
事

是
ハ
能
生
町
二
前
々
♂
市
立
中
侯
'
尤
市
日
ハ
一
月
二
五
日
十
日
十
五
日
廿
日
廿
五
日
晦
日
此
六
度
二
商
売
二
参
侯
'
尤
此
方

♂

売
物

ハ
塩
之
類
計
二
而
御
座
候
'
則
市
場
才

畳
蓮
之
類
買
調
持
参
'
当
所
二
而
売
払
申
侯

(
こ
の

他
'
桑
蚕
な
し
'
拷
紙
す
き
な
し
の
答
申
を
行
な
っ
て
い
る
)

海
岸
線
に
面
し
た
漁
村
衆
落
の
要
素
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
が
判
る
｡
も
っ
と
も
古
町
五
町
の
う
ち
'
中
央
部
に
街
道
を
挟
ん
で
南
北
に

対
時
す
る
新
屋
町
と
七
間
町
と
は
'
伝
馬
町
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
'
貞
享
元
年
新
屋
町
の

｢万
事
上
帳
｣
に
は
'
猟
船
三
頒
'

小
廻
船
三
鷹
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
'
四
六
年
後
の
享
保

一
五
年
の
同
町
明
細
指
出
帳
に
は

｢猟
師
無
御
座
候
｣
と
上
申
し
て
お
り
'
各

町
間
の
機
能
分
化
の
片
鱗
を
現
わ
せ
る
｡

以
上
二
手
保
期
の
古
町
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
大
町
の
明
細
帳
を
摘
記
し
た
が
'
新
屋
町
の
同
年
の
明
細
帳
の
記
事
を
補

足
す

る

と
､
旅
龍
屋
四
軒
'
紺
屋

一
軒
'
大
工
一
軒
が
存
在
し
'
ま
た
役
銀
の
対
象
と
な
る
出
入
商
品
と
し
て
'
茶

･
煙
草

･
小
間
物

･
太
物

･

呉
服

･
黒
鉄

･
干
鰯

･
米

･
大
豆
･
小
豆
の
類
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
を
扱
う
商
人
と
し
て
は
'

弐
軒
は
若
州
メ
茶

･
鉄
之
類
取
寄
居
売
'

二
五
軒
は
品
々
商
ひ
下
浦
筋
近
在
江
せ
り
売
に
罷
出



と
説
明
し
て
お
り
'
当
時
の
商
圏
の
範
囲
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
示
し
て
い
る
｡

煙
草

･
麻

･
大
豆

･
小
豆

･
米
の
農
産
物
の
他
所
売
の
記
事
が
領
内
農
村
部
生
産
物
の
集
荷
分
を
ど
の
程
度
含
む
か
判
然

し
な

い
た

め
'
当
時
の
糸
魚
川
町
を
単
な
る
中
継
地
と
し
て
位
置
づ
け
て
よ
い
か
の
決
め
目
を
欠
く
が
'
水
産
物
と
し
て
の
干
鰯
や
塩
肴
の
頬
は
多

分
に
額
外
向
生
産
物
で
あ
っ
た
ろ
う
｡
ま
た
女
稼
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
木
綿
織
や
漁
網
の
苧
う
み
の
記
事
は
'
単
作
地
帯
の
冬
期
の

(12
)

余
業
と
し
て
軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
大
町
の
場
合
'
商
人

一
七
軒
の
う
ち
七
軒
ま
で
が
近
在
へ
の
木
綿
出
売
'
職

(13
)

人

一
五
軒
の
う
ち
六
軒
が
紺
屋
で
あ
っ
た
こ
と
'

ま
た
近
在
へ
の
椛
売
の
記
事
は
'
元
文
元
年
の

｢御
用
留
｣
中
の
七
ケ
町
椛
屋

一
七
軒

の
数
字
と
思
い
合
わ
す
と
'過
大
な
評
価
は
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'加
工
部
門
の
町
在
の
分
業
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

.
要
す
る
に
'
幾
間
余
業
の
実
態
は
'
糸
魚
川
町
の
本
来
的
に
持
つ
農

･
漁
村
の
要
素
に
'
交
通
究
落
と
し
て
の
荷
揚

･
逓
送
等
の
日
僻

貸
稼
'
特
産
地
を
形
成
す
る
に
は
至
ら
な
い
ま
で
も
'
加
工
業
の
要
素
を
加
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
零
細
農
の
再
生
産
維
持
が
営
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
｡

な
お
'
地
主
経
営
に
つ
い
て
の
分
析
は
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
'
以
上
の
こ
と
か
ら
'
こ
の
時
期
で
は
零
細
高
持
百
姓
に
よ
る
謂
作
が
主

流
を
な
し
て
い
七
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
同
じ
く
享
保
期
の
明
細
帳
に
よ
れ
ば
'
小
作
直
段
は
'
上
田
壱
反
二
壱
石
四
斗
'
中
田
壱
石
三

斗
五
升
'
下
田
壱
石
三
斗
'
下
々
田
壱
石
弐
斗
五
升
と
録
上
さ
れ
て
お
り
'
先
進
地
並
み
の
地
代
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
｡

こ
こ
で
'
享
保
二
年
以
降
松
平
氏
領
と
な
っ
た
糸
魚
川
町
の
領
域
内
で
の
位
置
づ
げ
を
行
な
う
た
め
に
'
松
平
氏
就
封
の
経
緯
と
所
領

規
模
等
に
つ
い
て
'
ふ
れ
て
お
き
た
い
｡

糸
魚
川
松
平
氏
の
洋
祖
は
'
越
前
福
井
城
主
松
平
光
通
の
長
子
権
蔵
直
豊
で
あ
る
｡
延
宝
二
年
光
通
は
三
九
才
で
没
L
t
迫
領
は
弟
昌

親
が
飼
い
だ
が
'
本
来
は
相
続
人
た
る
べ
き
直
聖
は
'
父
光
通
の
生
前
'
何
ら
か
の
感
情
の
も
つ
れ
が
あ
っ
た
ら
し
い
｡
そ
れ
以
前
江
戸

近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

六

三



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
種
(鶴
岡
)

六
四

(14
)

に
逃
れ
て
'
延
宝
四
年

｢格
別
二
被
召
出
合
力
米

一
万
俵
を
賜
｣
わ
っ
た

が
'

直
藍
よ
り
二
代
を
経
た
三
代
直
之
の
享
保
二
年
二
月
'
糸

魚
川
に
領
知
を
賜
っ
て
一
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡
有
徳
院
殿
御
実
紀
の
享
保
二
年
二
月

〓
ハ
日
の
条
に

｢松
平
近
江
守
直

之
'
今
ま
で
庚
米

一
万
俵
た
ま
ひ
し
が
'
門
地
を
思
召
と
て
額
地
を
賜
う
｣
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
｡
門
地
の
故
か
'
並
の
1
万
石
大

名
よ
り
墜
向
い
格
式
を
与
え
ら
れ
'
殿
中
席
は
帝
鑑
間
を
以
て
遇
せ
ら
れ
'
江
戸
定
府
と
定
め
ら
れ
た
o
従
っ
て
在
所
へ
は
陣
屋
に
在
所

詰
役
人
を
派
し
て
行
政

一
般
を
施
行
し
た
わ
け
で
あ
っ
て
'
直
之
就
封
以
来
版
籍
奉
還
に
至
る
ま
で
六
代
の
藩
主
が
糸
魚
川
の
領
主
と
な

第8表 糸魚川領所領構成 (寛保3年以降)

西頚城郡全域

村 数 匡 高

糸 魚 川 額

村 数 匝 可

堰

22083.0887町
161村

_-: _三 等_-

川 西 谷

根 知 谷
//

四 号毎谷

早 川 谷

名 立 谷

能 生 谷

西浜領計
外三
下美守郷

魚 沼 郡

総 計

社 ･糸魚川7ケ町のうち,寺町だけは西海谷に属するが便宜上 根知谷に
含めてある｡

っ
た
の
で
あ
る
｡

1
万
石
拝
領
当
時
の
所
領
は
領
主
側
の
史
料
が
得
ら
れ
な
い
た
め
明

確
で
な
い
が
'
西
浜
領
(現
在
の
西
頚
城
郡
の
内
)
に
約

一
万
石
'
中
頚
城

郡
内
に
二
1
0
0
石
余
の
構
成
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
｡
寛
保
三
年

(
】

七
四
三
)
高
浪
の
た
め
'
西
浜
領
の
う
ち

一
七
ケ
村
約
三
〇
〇
〇
石
は
'

北
魚
沼
の
う
ち
に
村
替
と
な
り
'
旧
領
は
幕
領
若
し
く
は
こ向
田
藩
預
り

(15
)

地
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
｡
第
八
表
は
若
干
の
変
更
は
あ
る
が
'
寛
保

三
年
以
降
の
松
平
氏
の
所
領
構
成
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡

吉
田
東
伍
の

『大
日
本
地
名
辞
書
』
に
よ
れ
ば
'
西
頚
城
郡
に
つ
い

て

｢海
洋
を
西
北
に
承
け
'
山
獄
を
背
に
す
｡
諸
渓
流
は
各
其
山
谷
を

出
て
て
海
洋
に
放
つ
｡
故
に
村
落
は
皆
海
浜
と
渓
中
に
在
り
｡
平
夷
の

地
員
も
少
し
｣

と
地
形
の
説
明
を
L
t

｢方
俗
西
浜
又
山
下
と
日
ひ
'

西
浜
七
谷
の
目

あ
り
｣
と
.
高
峻
な
山
脈
の
間
を
縫
っ
て
南
北
に
渓
流



が
縦
走
L
t.
そ
の
換
谷
に
沿
っ
て
衆
静
が
形
成
さ
れ
て
お
り
､
白
馬
岳
を
汲
流
と
し
､
糸
魚
川
の
百
方
寺
島
村
に
流
れ
る
鮭
川
を
毅
に
'

西
を
川
西
谷
'
東
を
根
知
谷
と
称
し
'
ま
た
姫
川
の
東
に
併
行
し
て
日
本
梅
に
流
れ
る
大
和
川

(
1
名
西
相
川
)
･
早
川

･
能
生
川

･
名
立

川

･
有
馬
川
に
沿
っ
て
'
そ
れ
ぞ
れ
西
海
谷

･
早
川
谷

･
能
生
谷
･
名
立
谷

･
桑
取
谷
の
西
浜
七
谷
を
形
成
L
t
村
落
の
連
合
と
し
て
行

政
区
割
の
単
位
で
あ
る
組
に
組
織
さ
れ
て
い
た
｡

要
す
る
に
糸
魚
川
餌
は
現
在
中
頚
城
郡
に
属
す
る
桑
取
谷
を
除
く
国
浜
六
谷
総
高
請
地
の
内
'
約
半
分
の
石
高
'
村
数
に
し
て
約
三
分

の
一
強
を
'
川
西

･
根
知

･
西
海

･
早
川
谷
の
四
谷
に
占
め
る
ほ
か
'
飛
地
分
と
し
て
中
頚
城

･
北
魚
沼
郡
に
各
二
千
石
余
と
'
三
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
構
成
さ
れ
る
｡
こ
の
う
ち
所
謂
本
領
と
見
な
さ
れ
る
西
浜
領
三
三
グ
村
は
全
所
領
石
高
の
六
〇
･
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
'
姫
川
を

挟
ん
で
根
知
谷

･
川
西
谷
を
中
心
に
南
北
に
'
糸
魚
川
を
中
心
に
海
岸
線
を
東
西
に
略
三
角
形
を
形
づ
く
り
'
う
ち
四
ケ
村
が
他
餌
と
の

相
給
地
で
あ
る
｡
僻
観
的
に
み
れ
ば
'
そ
れ
な
り
に
纏
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
､
子
細
に
み
れ
ば
'
茄
領

･
高
田
餌

･
神
田
等
が
入

第9表 明拍38年西頚城郡

農産地積

第10表 明治38年西頚城郡農産額近世後期における一万
石



第11表 寛政4年糸魚川領人口表

(｢子年人別寄帳｣(小林家文書)より)

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
横
倍
(鶴
岡
)

六
六

男 女*其地
計 %西 浜 領 5870 5950 152 1

1972 66.5中頚城 郡北 魚 沼 郡 816 8301981 40 16864352 9.4

2339 32 24.1計 9025

8761 224 18010100.0内糸魚川町 1752 1788 66 3606I(2

0.0)+ 其他の内容は.
出家･禅門･挨校･杜人･座頭･山伏･
℡･尼･神子である

総
戸

数

〓

'

〇
三

二
戸
中
'
専
業
農
家
六
三
七
戸
の
数
字
は
'
農
業
生
産
の
貧
弱
さ
に
照
応

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
も
ち
ろ
ん
明
治
も
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
統
計
で
あ
る
か
ら
'
こ
れ
を

以
っ
て
江
戸
期
の
農
業
生
産
を
類
推
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
.･
農
業
生
産
力
の
発
展
度
は

(16
)

余
り
高
く
な
い
と
判
断
し
て
も
大
過
は
な
い
と
思
わ
れ
る
｡
な
お
農
地
の
1
･
八
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
桑
園
に
つ
い
て
は
'
町
史
稿
本
に

｢西
浜
の
谷
々
は
'
古
よ
り
野
生
の
桑
を
摘
ん
で

養
蚕
を
や
っ
た
も
の
で
'
糸
魚
川
絹

･
酉
浜
紬

･
西
浜
真
綿
の
名
多
少
世
に
知
ら
れ
た
も
の
だ

が
'
今
日
其
進
歩
の
遅
々
た
る
は
怪
し
む
べ

L
L
と
あ
る
が
'
江
戸
期
の
養
蚕
業
に
つ
い
て
は

史
料
的
裏
付
け
を
見
出
せ
な
い
｡

明
治

二
一年
以
降
'
東

･
四

･
中
の
三
郡
に
区
分
さ
れ
た
頚
城
郡
の
う
ち
'
他
の
二
郡
に
比

し
て
西
頚
城
郡
の
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
産
業
は
水
産
業
で
あ
る
と
町
史
稿
本
は
記
し
'
明
治
三

八
年
西
頚
城
郡
総
戸
数

一
一
'

〇
三

一
戸
の
う
ち
専
業
漁
業
六
百
戸

(
三
五
六
〇
人
)
と
専
業

農
家
戸
数
に
接
近
し
て
い
る
｡
た
だ
製
塩
に
つ
い
て
は
僅
か
に
四
八
竃
を
数
え
る
の
み
で
'
江
戸
期
に
於
て
西
廻
航
路
開
通
以
前
に
は
多

少
知
ら
れ
た
塩
業
地
帯
も
'
衰
退
の
時
期
は
確
定
で
き
な
い
な
が
ら
も
'
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
｡

以
上
'
史
料
的
制
約
か
ら
誠
に
不
十
分
な
が
ら
'
領
主
経
済
を
規
定
す
る
条
件
と
し
て
'
糸
魚
川
領
の
構
成
を

一
瞥
し
た
わ
け

で
あ

る
｡
こ
の
よ
う
な
領
域
の
中
に
あ
っ
て
'
唯

一
の
町
を
構
成
し
た
糸
魚
川
町
は
'
石
高
に
し
て
西
浜
領
内
で
一
七

･
三

(三
領
合
計
で
は
】

〇
･
六
)
パ
ー
セ
ン
ト
'
人
口
の
集
中
度
で
は
寛
政
四
年

(
一
七
九
二
)
現
在
'
酉
浜
領
総
人
口
の

三
〇
･
一
(
三
領
内
で
は
二
〇
･
〇
)
メ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
(第
二

表
)｡

但
し
'
第
二

表
は
'
陣
屋
町
と
し
て
の
武
家
人
口
を
含
ま



氏
の
家
臣
は
'
家
老
以
下
七
五
名
で
'
知
行
高
六
八
八
名
'
御
扶
持
方
五
二
二
石

(
二
九
〇
人
扶
持
)､
外
四
〇
石
分
の
計

〓
云

○
石
が
給
禄
米

に
充
て
ら
れ
て
お
り
'
在
所
詰
役
人
の
数
は
'
延
蔓

二
年
五
月
の
数
字
で
'
郡
代
以
下
士
分
格
九
名
の
ほ
か
､
手
代

･
足
軽
一
六
人
'
仲
間

-
〇
人

の
計
四
二
人
程
と
な
っ
て
い
る
｡
天
保
九
年
現
在
は
上
下
共
五
三
名
(｢町
史
稀
本
｣)｡

以
下
'
米
納
地
代
を
基
礎
と
す
る
領
主
経
済
の
循
環
に
'
糸
魚
川
町
が
如
何
な
る
拘
わ
り
を
持

っ
た
か
を
'
領
主
米
の
換
金
機
構
を
通

(17
)

し
て
検
討
し
て
み
ょ

う

｡

註(
-
)

｢信
州
問
屋
由
来
記
撃

(糸
魚
川
市
相
馬
御
凪
記
会
館
所
蔵
)

本
書
は
幅
異
義
氏
に
よ
っ
て

｢信
泣
｣
九
巻
六
号
に
'
ま
た
稲
田

泰
辞
著

｢姫
川
史
料
随
感
録
｣
第
二
集
(糸
魚
川
市
教
育
委
員
会
)

に
全
文
が
印
行
さ
れ
て
い
る
｡

(
2
)

｢台
椿
院
殿
御
実
紀
｣
座
長

一
五
年
間
二
月
五
日
の
条
に
は
'

｢共
臣
松
平
甚
兵
衛
信
直
は
糸
魚
川
の
城
を
あ
づ
か
り
'
叙
爵
し

て
筑
後
守
と
称
す
｡
禄
万
石
に
及
ぶ
｣
と
あ
る
｡
松
平
信
直
の
禄

高
は

｢高
田
市
史
｣
上
巻
三
七
京
に
よ
る
｡

(
7
)

元
来
'
北
陸
道
と
信
波
と
の
交
通
は
'
姫
川
渓
谷
に
沿
っ
た
糸

魚
川
街
道
と
'
関
川
更
に
北
部
の
信
治
川
渓
谷
の
三
線
に
よ
る
の

他
な
く
'
殊
に
越
後
西
部
及
び
越
中
･
能
登
方
面
へ
の
連
絡
は
'

こ
の
糸
魚
川
街
道
に
よ
っ
た
こ
と
は
地
理
的
に
明
瞭
で
あ
る

(本

誌
鎌
田
永
富
論
文
｢糸
魚
川
周
辺
関
係
略
図
｣
一
一
九
京
参
府
)
｡

(
8
)

｢糸
魚
川
町
史
稿
本
｣｡
こ
の
稿
本
は
大
正
七
年
か
ら
一
〇
年
に

(
3
)

｢台
砥
院
殿
御
実
紀
｣
元
和
五
年
三
月
の
条
｡

(
4
)

r寛
政
盃
修
諸
家
譜
｣
に
よ
れ
ば
'
相
葉
正
成
は
忠
呂
越
前
移

(
9
)

封
の
際
辞
し
て
従
わ
ず
'
寛
永
四
年
下
野
国
真
岡
へ
転
封
と
あ
っ

て
糸
魚
川
退
去
の
正
確
な
年
次
は
詳
か
で
な
い
｡

(
5
)

｢荻
田
主
局
家
中
分
限
｣

(糸
魚
川
市
新
田
池
協
家
文
番
)

(
6
)

月
享
元
年

｢新
屋
町
人
別
井
万
古
上
嶋
｣
に
本
百
姓
1
八
開
'

町
官
姓
一
〇
聞
'
名
子
三
-
間
の
記
載
が
あ
る

(糸
魚
川
市
役
所

(
10
)

蔵

｢糸
魚
川
町
史
稿
本
L
所
引
)｡

(
n
)

.
近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
械
能
(鶴
岡
)

か
け
て
'
当
時
の
糸
魚
川
町
か
ら
蚕
嘱
を
受
け
て
同
町
未
払
藤
兵

衛
氏
が
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
'
現
在
所
蔵
関
係
不
明
の
史
料
が
多

く
収
録
さ
れ
て
お
り
'
故
人
の
ご
努
力
に
敬
意
を
衣
す
る
と
共

に
'
恩
恋
に
深
く

感
謝
す
る
｡

｢信
州
問
屋
由
来
記
鑑
｣
に
'
事
保
年
中

｢新
田
町
鉄
抱
町
こ

お
ゐ
て
前
々
才
信
州
者
根
知
谷
之
者
た
ば
こ
大
豆
背
負
参
'
内
証

二
而
売
只
仕
'
間
昆
附
二
不
仕
段
相
聞
供
'
向
後
狼
二
不
仕
問
屋

附
た
る
べ
き
事
｣
と
あ
り
'
新
町
に
抜
荷
人
が
多
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
｡

｢中
頚
城
郡
誌
｣
第
二
巻

)
〇
三
〇
京

事
保
二
年
八
月

｢越
後
国
攻
城
郡
根
知
谷
糸
魚
川
鉄
抱
町
百
姓

六

七



近
世
後
期
に
お
け
る
T
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

指
出
帳
｣
(町
史
稿
本
)

(
12
)

糸
魚
川
町
人
口
の
推
移
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
'
享
保
一
五

年
大
町
で
は
男
三
一
〇
人
･
女
三
1
五
人
'
新
屋
町
で
は
男
1
三

五
人
･
女
一
五
〇
人
と
'
女
性
人
口
が
僅
か
な
が
ら
優
位
に
立
っ

て
い
る
こ
と
は
'
女
子
労
働
の
在
り
方
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま

ヽ
ゝ
○

>
､カ

(
望

糸

魚
川
町
後
期
の
浮
役
の
課
税
項
目
ゆ
中
に
桁
糸
染
紺
屋
役
が

あ
る
｡

(
14
)

｢続
片
聾
記
｣

(福
井
県
郷
土
叢
書
第
二
集
)

〓

六
八

(
15
)

｢中
頚
城
郡
誌
｣
第
1
巻
二
四
七
-
二
五
二
貢
等
に
拠
る
｡

(16
)

｢町
史
稿
本
｣
に
も

｢本
邦

(西
質
城
郡
I

引
用
者
)
は
地

勢
の
然
ら
し
む
る
処
で
'
東
頚
城
よ
り
面
積
大
な
れ
ど
も
開
墾
面

積
狭
く
'
其
農
業
よ
り
あ
が
る
価
格
は
共
だ
少
い
｡
他
の
事
業
の

進
歩
せ
る
に
比
し
て
農
事
の
発
達
せ
ざ
る
は
著
し
く
目
立
ち
'
肥

料
の
如
き
は
全
く
統
計
に
乗
っ
て
い
な
い
｣
と
記
し
て
い
る
｡

(
17
)

領
主
米
の
換
金
機
構
に
つ
い
て
は
'
中
井
信
彦

『幕
藩
社
会
と

商
品
流
通
』
の
第
三
章
第
一
節
｢前
期
に
お
け
る
領
内
米
穀
市
場
｣

に
'
多
く
の
示
唆
を
う
け
て
い
る
｡

糸
魚
川
領
の
年
貢
は
原
則
的
に
墜

二
分
の
1
金
納
制
で
あ
る
｡
現
物
納
た
る
米
の
う
ち
西
浜
領
七
町
三
三
ケ
村
高
七
八

〇
〇
石
分
の
年

貢
米
は
西
郷
蔵

･
東
郷
蔵

･
田
伏
蔵
に
収
納
さ
れ
た
が
'
享
保

1
五
年
の
大
町
明
細
帳
の
御
年
貢
岸
出
の
項
に

｢御
米
之
儀
は
近
年
町
方

江
相
渡
り
申
候

二
付
百
姓
方
江
浜
下
ケ
等
相
懸
り
不
申
侯
｣
と
あ

っ
て
'
前
代
の
天
領
時
代
は
江
戸

･
大
阪

へ
の
施
米
が
行
な
わ
れ
た
ら

し
い
が
'
松
平
氏
に
な
っ
て
か
ら
は
大
半
は
地
払
で
あ
っ
た
ら
し
い
｡

領
主
米
を
有
利
に
換
金
化
す
る
た
め
の
津
留
は
諸
藩
に
於
て
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
糸
魚
川
領
に
於
て
も
'
享
保
二
〇
年

(
一

七
三
五
)
九
月
に
沖
ノ
ロ
米
穀
入
船
の
停
止
を
八
ケ
町

(七
町
の
う
ち
横
町
東
西
両
町
と
し
て
八
ケ
町
)
庄
屋
中
に
申
渡
し
て
い
る
｡
翌
年
三

月
二
五
日
に

1
且
沖
ノ
日
米
穀
入
船
を
許
可
し
た
が
'
翌
日
又
々
江
戸
屋
敷
か
ら
の
指
令
と
し
て
許
可
を
撤
回
.
町
方
か
ら
は
屡
々
飯
米

不
足
の
故
を
以
て
沖
留
難
渋
の
願
書
を
提
出
し
て
い
る
｡
こ
の
願
書
は
採
用
さ
れ
ず
'
四
月
に
は
更
に
町
方
か
ら
の
願
出
に
よ
っ
て
出
米

も
禁
止
し
て
い
る
.
そ
し
て
同
年
七
月
旅
米
の
入
船
を
解
禁
L
t
翌
八
月
か
ら
沖
ノ
ロ
出
入
米
に
対
し
て
壱
石
に
些

二
匁
の
役
盛
を
徴
収



す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
こ
の
よ
う
に
出
入
米
に
役
銀
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
領
主
米
の
米
価
の
維
持
を
図
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
'
領
主
米

の
換
金
化
に
は
'
ど
の
よ
う
な
機
構
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
｡

ま
ず
例
年
年
貢
収
納
期
の
〓
1月
に
八
ケ
町
へ
対
し
て
定
式
拝
借
米
が
貸
付
け
ら
れ
'
そ
の
返
納
は
端
境
期
の
六
月
に
払
米
直
段
に
よ

っ
て
代
金
納
さ
れ
る
｡
元
文
元
年

(
一
七
三
六
)
一
二
月
の
例
に
よ
れ
ば
計
二
六
〇
俵
が
町
民
へ
貸
下
げ
ら
れ
て
お
り
'
そ
の
内
訳
は
次
の

(1
)

通
り
で
あ

る

.

一
'
米
拾
八
俵

一
'
同
六
俵

一
'
同
百
三
拾
七
俵

一
'
同
三
拾
八
俵

一
'
同
三
拾
八
俵

一
'
同
五
俵

一
'
同
拾
八
俵

庄
署

謡

綜

噸
鴨
珊

右
同
断
新
田
町
鉄
砲
町

六
ケ
町
中
へ

新
田
鉄
抱
弐
ケ
町

信
州
問
屋
六
人

古
賀
坂
又
右
衛
門
(駅
間
辱
-
-
引
用
考
証
)

舟
頭
中

一
般
町
民
の
ほ
か
'
米
の
需
要
者
と
し
て
信
州
問
屋

･
駅
間
屋
･
船
頭
中
の
存
在
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
恒
常
的
な
拝
借
米
は
松
平
氏
入
部
以
前
に
も
行
な
わ
れ
'
そ
の
畳
も
多
か
っ
た
こ
と
は
二
R
禄
四
年

(
〓
ハ九
一
)
九
月
の

(2
)

信
州
問
屋
の
願
書
案
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
｡

乍
恐
以
寄
付
奉
厩
侯
御
事

1
'
糸
魚
川
町
米
不
自
由
之
所
二
御
座
瑛
二
付
信
州
.qS罷
出
侯
旅
人
共
賄
兼
申
侯
二
付
先
年
ぶ
拝
借
米
仕
'
右
旅
人
共
妬
来
候
'
依

百
八
拾
俊

之
当
年
も
御
米

何

程

拝

借
被
為
仰
付
可
被
下
俵
'
代
金
上
納
之
儀
は
来
申
ノ
夏
中
御
払
御
直
段
を
以
急
度
上
納
可
任
侠
御
寄
'
右
之

近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

六
九



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

通
被
為
聞
召
上
被
為
仰
付
侯
ハ
ゝ
難
有
可
奉
存
侯
'
以
上

七
〇

元
禄
四
年
末
九
月

信
州
問
屋

(
六
名
連
印
賂
)

御
代
官
様

更
に
寛
保
元
年

(
1
七
四
1
)
二

月
八
ケ
町
庄
屋
の
願
書
に

｢糸
魚
川
町
へ
先
年
メ
拝
借
任
侠
御
米
之
儀
'
宿
場
為
御
救
御
米
四
百
俵

宛
御
拝
借
仕
侯
処
二
其
後
減
少
仕
'
其
上
御
直
段
外
拝
借
並
二
御
取
立
被
為
遊
侠
二
付
迷
惑
奉
存
供
'
依
之
御
米
減
少
之
義
格
別
古
来
之

通
三
分

1
御
直
段
被
仰
付
可
被
為
下
侯
｣
と
あ
っ
て
'
宿
場
助
成
を
名
目
と
し
た
前
代
の
拝
借
米
が
'
享
保
以
降
領
主
の
灸
代
と
共
に
そ

･

の
額
を
減
じ
ら
れ
'
返
納
直
段
が
三
分

一
金
納
直
段
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
.

因
み
に
'
寛
保
元
年
六
月
の
返
納
直
段
に
つ
い
て
み
る
と
'
十
両
に
付
二
六
億
の
三
分

一
直
段
に
対
し
'
夫
喰
拝
借
米
直
段
は
二
五
俵

と

一
俵
高
に
な
っ
て
い
る
｡

こ
の
拝
借
米
が
'
ど
の
よ
う
な
形
で
町
民
に
分
配
さ
れ
た
か
は
判
然
し
な
い
が
'
こ
の
よ
う
な
市
中
相
場
よ
り
高
直
段
の
米
が
'
町
民

の
大
部
分
を
占
め
る
細
民
層
の
食
料
と
な
り
得
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
｡
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
'
町
庄
屋
の
才
覚
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ

た

一
部
上
層
町
民
の
需
要
に
充
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
意
味
で
拝
借
米
の
減
額
と
返
納
直
段
の
引
き
上
げ
は
'
領
主
の
交
替
に
よ

る
所
領
規
模
の
縮
小
も
あ
る
が
'
領
主
米
の
換
金
手
段
が
'

一
般
町
民
を
対
象
と
す
る
前
代
と
は
相
異
な
っ
た
方
向
へ
志
向
し
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
｡

先
に
も
触
れ
た
信
州
問
屋
は
'
信
州
か
ら
の
旅
人
の
宿
と
し
て
交
通
労
働
者
用
に
相
当
量
の
飯
米
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
'
元
禄
四
年

(3
)

の
願
書
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
'
別
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
の
は
酒
造
用
米
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
｡

城
下
町
の
酒
造
に
つ
い
て
は
'
従
来
か
ら
そ
の
比
重
の
高
さ
は
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
糸
魚
川
領
に
於
て
も
'
原
則
的
に
は



(

4
)

酒
造
は
町
に
限
定
さ
れ
て
居
り
､
現
実
の
醸
造
高
は
明
ら
か
で
な
い
が
'
天
保
九
年
五
月
の
巡
見
住
田
役
の
際
の
町
庄
屋
の
記

録

に

酒
造
人
七
人

株
高
合
弐
百
七
拾
八
石
四
斗

此
酒
造
米
高
弐
千
百
四
拾
九
石
造
込
之
由

と
あ
っ
て
'
酒
造
制
限
令
に
よ
る
減
石
は
あ
る
に
し
て
も
'
そ
の
比
重
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
｡

酒
造
の
町
の
独
占
に
つ
い
て
は
事
和
二
年
三
月
糸
魚
川
町
酒
屋
仲
間
の
頗
番
に

越
後
守
様
御
領
分
之
節

ハ
勿
論
'
共
後
御
料
所
又
ハ
御
私
領
こ
て
も
西
浜

一
円
御
同
額
之
節
迄
ハ
西
浜
御
高
弐
万
石
余
之
場
所
'
当

▲

所
限
二
酒
造
商
売
御
免
被
成
下
-
-
凡
年
数
九
拾
年
以
後
ハ
西
浜
之
儀
御
料
所
御
私
領
入
交
リ
之
御
場
所
二
罷
成
供
二
付
当
所
二
不

限
勝
手
次
第
二
酒
造
人
出
来
'
別
而
近
頃
ハ
在
々
二
多
分
酒
造
人
出
来
仕
侯
二
付
酒
売
捌
方
不
宜
故
無
拠
酒
造
米
減
少
仕
'
造
酒
商

売
仕
侯
得
共
迫
も
酒
造
商
売
行
届
不
申
難
渋
仕
峡
間
'
無
是
非
当
所
酒
抹
之
内
弐
株
'
天
明
三
卯
年
参
府
上
供
上
'
魚
沼
郡
御
領
分

並
柳
新
田
孫
三
郎
'
同
所
須
原
村
五
郎
助
両
人
江
誘
渡
侯
義
二
御
座
侯

(小
林
家
文
昏
)

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
'
松
平
氏
領
と
な
っ
た
享
保
以
降
'
支
配
関
係
の
錯
綜
化
に
よ
っ
て
町
の
独
占
営
業
が
困
難
に
な
っ
た
事
情
が
推
測

さ
れ
る
が
'
前
代
に
引
き
続
い
て
蔵
米
の
消
化
源
と
し
て
町
の
酒
造
が
重
要
祝
さ
れ
た
こ
と
は
'
入
酒
の
制
限
と
共
に
販
売
直
段
が
領
主

に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
判
る
.
す
な
わ
ち
販
売
直
段
の
決
定
は
酒
屋
仲
間
の
願
出
に
よ
る
認
可
制
で
あ
っ
た
｡
元

文
三
年
九
月
二
四
日
新
酒

1
升
に
つ
き
銀

一
匁
七
分
の
届
出
を
行
な
っ
た
酒
屋
に
対
し
'
同
月
二
九
日

｢酒
直
段
之
儀
･･････仲
間
二
両
不

時
二
極
'
下
直
二
売
商
致
侯
者
有
之
由
'
以
寄
付
可
願
出
旨
｣
申
渡
さ
れ
'
翌
月

1
0
月
四
日
酒
直
段
は
壱
升
二
付
文
銀
壱
匁
八
分
と
命

(5
)

じ
ら
れ
て
い
る
｡
酒
直
段
の
公
定
は
銭
座
に
よ
っ
て
上
申
さ
れ
る
銭
相
場
を
勘
案
し
て
行
な
わ
れ
た
が
'
何
れ
に
し
て
も
原
料
米
た
る
蔵

米
直
段
低
廉
化
の
防
止
賃
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
｡

(6
)

松
平
氏
の
入
封
後
'
町
の
酒
株
が
七
軒
と
限
定
さ
れ
'
〆
株
の
制
が
と
ら
れ
る
の
は
宝
暦
元
年

(
一
七
五
五
)
五
月
で
あ
る
が
'
そ
れ
以

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
鹿
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

七

一



近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

七
二

前
に
も
役
金
の
徴
収
を
行
な
い
'
新
株
の
願
出
は
概
ね
認
可
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
'
明
株
や
株
の
移
動
は
あ
っ
た
に
も
せ
よ
'
大
体
七
軒

の
酒
屋
が
存
在
し
た
と
み
て
よ
い
｡
こ
れ
ら
酒
造
は
'
町
年
寄
小
林
両
家
を
初
め
と
す
る
町
内
の
最
高
ク
ラ
ス
の
上
層
町
民
若
し
-
は
そ

の
分
家
筋

(名
目
上
カ
)
に
よ
っ
て
営
ま
れ
'
地
主
的
要
素
の
強
い
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
た
｡
従
っ
て
そ
の
原
料
米
に
は
当
然
作
徳
米

が
充
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
'
更
に
領
主
の
払
米
も
相
当
の
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
'
後
年
の
史
料
で
あ
る
が
'
文
化
四
年
越
後

寡
額
の
石
代
相
場
書
上
に
関
す
る
調
査
に
出
張
し
た
公
儀
勘
定
所
の
役
人
が
'
糸
魚
川
町
の
米
穀
関
係
の
商
売
人
の
買
入
帳
面
の
提
出
を

求
め
た
と
こ
ろ
'

｢酒
造
屋
共
買
入
帳
も
御
取
寄
御
覧
被
成
侯
所
'
直
段
付
無
之
侯
二
付
御
尋
御
座
候
所
'
是
は
領
主
払
米
買
入
侯
儀
:

而
右
払
米
は
十
二
月
二
重
相
庭
相
究
代
金
相
納
侯
二
付
当
時
代
金
書
記
不
申
'
勿
論
右
代
金
は
所
相
庭
才
格
別
高
直
二
付
見
合
相
成
兼
侯

(7
)

-
-
｣
と
'
酒
造
米
が
所
相
場
の
基
準
に
な
ら
な
い
旨
の
答
申
を
町
年
寄
が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
｡
も
ち
ろ
ん
諮
問

の
日
的
意
図
か
ら
推
し
て
'
町
年
寄
の
答
申
に
作
為
の
存
す
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
'
酒
造
に
お
け
る
領
主
米
の
比
重
を
評
価
す

る
資
料
に
は
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

酒
造
用
米
と
し
て
の
蔵
米
の
処
分
に
つ
い
て
は
'
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
｡

借
用
中
米
代
金
之
専

一
'
御
蔵
米
百
六
拾
八
俵
七
歩
五
厘

代
金
六
拾
四
両
三
歩

拾
壱
匁
三
分
四
厘

右
之
御
蔵
米
'
今
般
我
等
商
売
仕
入
二
如
斯
借
用
申
所
実
正
二
御
座
候
'
然
ル
上
ハ
来
四
月
中
二
貴
殿
上
納
金
之
間
二
合
返
済
可
申

侯
'
利
足
金
之
義

ハ
三
月
四
月
二
ケ
月
分
壱
割
之
利
足
加
へ
'
元
利
共
二
急
皮
相
渡
し
可
申
侯
'
(下
略
)

寛
保
元
年
酉
十

1
月
廿
日

預

り
主
横
町

高
野
孫
左
衛
門

証
人

寺
町

奥
兵
源

五
郎



同

新
屋
町

坂
井
徳
右
衛
門

糸
魚
川
大
町
倉
若
善
兵
衛
殿

御
用
留
の
記
事
に
よ
れ
ば
'
こ
の
横
町
酒
屋
孫
左
衛
門
の
借
用
米
は
町
年
寄
方
の
酒
商
売
米
に
見
込
ま
れ
て
い
た
が
'
町
年
寄
の
了
解

を
得
て
融
通
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
証
文
の
宛
名
入
善
兵
衛
は
町
庄
屋
で
は
な
い
の
で
恐
ら
く
蔵
元
類
似
の
米
屋
で
あ
ろ
う
｡
拝
借
米

を
含
め
て
蔵
米
の
処
分
は
町
庄
屋
乃
至
米
屋
に
委
託
さ
れ
'
酒
造
米
の
場
合
は
仕
込
期
の
十

一
月
に
払
下
げ
を
受
け
'
代
金
は
翌
年
二
月

に
御
払
米
直
段
で
返
納
す
る
の
が
定
法
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
二
月
以
降
月

1
割

(
1
歩
)
の
利
息
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
'
延
納
分
を

意
味
す
る
｡

酒
造
米
の
拝
借
が
ほ
ぼ
恒
常
化
し
て
い
た
こ
と
は
'
安
永
七
年
四
月
類
焼
の
た
め
休
業
厩
を
提
出
し
た
酒
屋
三
軒
が
残
り
の
酒
屋
仲
間

(8
)

に
対
し
て
'
酒
役
金
と
拝
借
米
代
の
肩
代
わ
り
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
｡

以
上
の
定
式
拝
借
米

･
酒
造
原
料
米
は
'
前
代
か
ら
引
継
が
れ
た
領
主
米
の
換
金
手
段
で
あ
る
が
'
松
平
氏
入
封
以
後
ほ
ぼ
恒
常
化
し

た
も
の
と
し
て
'
才
覚
金
と
呼
ば
れ
る
調
達
金
の
返
済
用
米
が
存
す
る
｡

註(
1
)

(
2

)

(
3

)

糸
魚
川
町
年
寄
御
用
留
(小
林
家
文
書
)'
以
下
註
WJlの
な
い
史

料
の
引
用
は
'
総
て
同
御
用
留
の
記
事
に
よ
る
｡

相
馬
御
風
記
念
館
所
蔵

｢郷
土
史
料
｣

糸
魚
川
の
酒
の
需
要
は
'
宿
場
町
と
漁
村
緊
落
と
し
て
の
性
格

上
'
そ
の
比
重
は
相
当
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
享
和
三
年
1
二

月
の
酒
屋
仲
間
の
番
上

(小
林
家
文
書
)
中
に

｢当
所
之
儀
ハ
漁

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

猟
之
有
無
こ
て
酒
売
捌
方
甲
乙
御
座
院
｣
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

(
4
)

大
淑
林
右
衛
門
手
控

｢御
巡
見
使
様
御
旅
泊
路
用
記
｣
(｢
町
史

稿
｣
本
所
収
)

(
5
)

酒
直
段
願
出
の
一
例
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

乍
恐
蕃
附
を
以
奉
頗
上
侯

1
'
酒
壱
番
煮
込
仕
侯
附
御
断
中
上
侯
'
当
年
ハ
別
而
銭
相
場
下

直
二
両
引
合
兼
妊
渋
至
極
仕
侠
'
格
別
之
御
慈
悲
を
以
直
段
宜
被

七
三



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

仰
付
被
為
下
僕
横
車
願
上
供
'
以
上

安
永
七
年
戊
五
月

水
谷
平
兵
衛

(外
三
名
略
)

(
6

)

延
等
二
年
二
一月
領
内
限
り
造
酒
の
分
株
を
認
め
'
分
株
人
は

株
高
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
冥
加
金
百
両
上
納
と
定
め
'
宝
暦
元
年

七
四

五
月
七
株
の
ほ
か
停
止
と
な
る
｡

(
7
)
,
｢御
公
役
様
御
尋
二
付
御
答
-
件
｣

(小
林
家
文
書
)

(
8
)

な
お
凶
作
な
ど
米
不
足
の
際
の
酒
造
米
の
移
入
に
つ
い
て
は
沖

の
口
役
銀
を
免
除
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
｡

三

1
殻
に
､
御
用
金
賦
課
の
頻
度
に
よ
っ
て
領
主
財
政
の
困
窮
度
を
測
定
す
る
こ
と
や
'
封
建
領
主
の
苛
放
課
求
の
指
標
と
さ
れ
る
御
用

金
の
賦
課
は
'
糸
魚
川
の
場
合
'
少
な
-
と
も
前
期
に
お
い
て
年
貢
の
収
納
期
に
'
公
定
の
御
払
米
直
段
に
月
二
歩
の
利
息
を
付
し
て
現

米
を
以
っ
て
返
済
さ
れ
る
'
蔵
米
を
引
当
と
し
た
合
法
的
な
前
借
金
で
あ
っ
た
｡

松
平
氏
の
御
用
金
の
賦
課
は
'
入
封
後
間
も
な
い
享
保

一
四
年
に
藩
主
の
大
阪
勤
番
に
際
し
て
町
中
に
三
五
〇
両
を
課
七
た
と
あ
る
の

が
'
史
料
の
上
で
の
初
見
で
あ
る
｡
こ
の
時
の
賦
課
が
ど
の
よ
う
な
形
で
実
際
に
町
中
の
負
担
と
な
っ
た
か
は
詳
か
で
な
い
が
'
そ
の
後

才
覚
金

･
御
頼
金
と
称
せ
ら
れ
た
調
達
金
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
｡
次
に
掲
げ
る
史
料
は
'
そ
の
間
の
区
別
を
示
し
て

いる
｡元
利
一
'
古
金
弐
百
弐
拾
九
両
弐
分
六

匁

此
新
金
三
百
七
拾
八
両
三

分
五
匁
四
分

此
代
米
千
六
拾
七
俵
弐
斗
弐
升
八
合
四
勺

但
文
字
金
拾
丙
二
弐
拾
八
俵
壱
歩
八
厘

右

ハ
当
辰
六
月
八
日
新
田
町
甚
左
街
門
新
右
衛
門
市
兵
衛
横
町
仁
兵
衛
新
屋
町
作
右
衛
門
助
左
衛
門
七
間
町
作
左
衛
門
次
郎
兵
衛
仁



右
衛
門
大
町
藤
右
衛
門
寺
町
喜
右
衛
門
理
助
右
拾
弐
人
之
者
共
･qa差
上
侠
当
分
御
用
金
也
'
六
月
十
五
日
以
前
相
納
供
金
子
之
事
故

薪
古
無
差
別
御
返
済
可
被
成
事
二
侯
得
共
'
御
要
用
之
節
差
上
侯
金
子
二
付
六
半
之
増
歩
加
へ
'
新
金
相
場
を
以
元
利
共
二
此
度
御

返
済
被
成
侯
'
蔵
割
賦
ハ
金
主
共
望
次
第
東
西
何
れ
こ
而
成
共
可
相
法
供
之
間
'
番
付
可
被
差
出
侯
･

一
'
新
金
六
拾
両

此
代
米
百
六
拾
九
俵
三
升
弐
合

但
文
字
直
段
右
同
断

右
八
ケ
町
酉
年
二
御
用
金
年
賦
之
内
也
'
年
賦
金
之
儀
ハ
諸
方
共
二
金
高
新
首
同
様
二
相
成
供
二
付
増
歩
無
之
侯
'
蔵
割
賦
右
同
断

右
両
様
共
二
早
速
各
召
呼
可
被
申
渡
供
'
代
米
勝
手
次
第
受
取
侠
様
可
被
申
渡
供
'
以
上
'

(元
文
元
)

･
辰

十

二

月
十
日

御
役
所

両
人
宛

(町
年
寄
-
引
用
者
註
)

元
文
元
年
の
金
銀
改
鋳
に
よ
っ
て
'
新
田
町
甚
左
衛
門
以
下

二
一人
が
同
年
六
月
に
上
納
し
た
当
分
御
用
金
は
六
半
の
増
歩
に
よ
る
返

済
'
享
保

一
四
酉
年
上
納
の
町
中
御
用
金
の
年
賦
返
済
分
は
増
歩
な
し
の
新
金
相
場
に
よ
る
代
米
渡
し
と
あ
っ
て
'
特
定
個
人
の
上
納
金

と
'

)
故
の
御
用
金
に
差
別
の
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡

こ
の
特
定
の
金
主
層
に
よ
る
才
覚
金
は
'
江
戸
屋
敷
暮
仕
舞
金
の
必
要
か
ら
毎
年

一
二
月
の
調
達
が
慣
例
化
し
て
お
り
'
寛
保

二
年

(1
)

(
一
七
四
二
)
二
一月
の
例
で
み
る
と
'
前
年
の
酉

一
二
月
上
納
の
二
〇
〇
両
に
対
し
'

二
一
ケ
月
分
の
利
息
四
八
両
(

月二
歩
)を
加
え
元
利

金
二
四
八
両
を
'
金

一
〇
両
二
付
米
二
八
俵
替
の
換
算
率
で
現
米
二
二
二
俵
を
以
て
返
済
し
て
い
る
O

こ
の
よ
う
な
1
応
合
法
的
な
領
主
の
前
借
金
も
'
領
主
の
公
儀
勤
役

(
具
体
的
に
は
享
保

一
一
年
大
坂
加
番
'
同

〓
1年
馬
場
先
御
門

番
'
同
二
二
年
日
光
祭
礼
奉
行
'
同
1
四
年
大
坂
勤
番
等
々
)
と
'
享
保

1
六
年
江
戸
上
屋
敷
類
焼
'
在
所
陣
屋
焼
失
等
の
臨
時
出
資
の

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
障
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

七
五



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

七
六

累
積
で
'
年
を
追
う
に
従
っ
て
そ
の
頻
度
を
増
し
'
更
に
寛
保
以
降
の
米
価
の
低
落
は
領
主
家
計
を
圧
迫
し
'
毎
年
の
江
戸
屋
敷
暮
仕
舞

金
の
調
達
の
み
な
ら
ず
'
六
月
盆
前
の
調
達
金
才
覚
'
ま
た
例
年
の
六
月
拝
借
米
代
金
の
繰
り
上
げ
上
納
が
恒
常
化
し
て
く
る
｡
そ
し
て

負
債
の
累
積
を
返
済
期
に
利
息
を
附
し
て
証
文
の
書
替
え
を
行
な
っ
て
糊
塗
し
て
い
た
領
主
側
も
'
延
事
四
年

(
1
七
四
七
)
三
月
江
戸
屋

敷
か
ら
の
申
越
と
し
て
'
向
五
ヶ
年
の
利
率
の
引
下
げ
を
申
渡
す
に
至
っ
た
｡

一
㌧
去
寅
上
納
之
金
子
不
残
利
金
壱
割
二
御
頼
被
成
侯
事

1
'
当
年
･qS諸
才
覚
金
是
又
利
金
壱
剖
二
御
頼
被
成
侯
事
'
右
之
趣
諸
向
江
当
卯
年
･qQ
未
年
迄
五
ヶ
年
之
内
御
頗
被
成
候
'
町
方
才

)で
由
爪

覚
之
金
主
へ
も
此
段
委
細
二
被
為
申
開
'
五
ヶ
年
之
内
ハ
此
趣
ヲ
以
追
J､御
頗
之
御
用
違
背
無
之
様
令
各
才
可
被
申
開
侯
'
右
之
外

所
々
口
入
之
小
才
党
金
ハ
利
な
し
年
賦
御
返
済
二
相
成
侯
等
侯
事

卯
三
月

右
之
趣
八
ケ
町
庄
屋
中
召
呼
金
主
共
江
委
細
二
罷
通
侯
様
二
申
渡
侯

領
主
の
才
覚
金
に
応
ず
る
金
主
屑
は
'
八
ケ
町
内
で
凡
そ
三
十
人
内
外
に
固
定
し
て
お
り
'
町
年
寄

･
町
庄
屋
を
介
し
て
そ
の
都
度
経

済
能
力
に
応
じ
て
領
主
家
計
の
才
覚
を
行
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡

利
金
の
引
下
げ
の
行
な
わ
れ
た
翌
年
'
延
享
四
年
六
月
に
は
盆
前
江
戸
登
せ
増
金
才
覚

1
五
〇
両
'
翌
々
八
月
更
に
領
分
水
難
の
た
め

急
御
入
用
金

一
〇
〇
両
の
才
覚
を
命
じ
ら
れ
た
際
'
上
金
難
渋
の
口
上
書
を
提
出
し
た
横
町
五
右
衛
門

･
久
兵
衛

･
小
右
衛
門

の
三
人

は
'

｢何
分
こ
も
相
働
御
用
達
可
申
侯
二
紐
之
金
子
二
難
渋
致
'
其
上
町
年
寄
方
二
而
口
上
書
近
頃
不
屈
二
侯
｣
と
し
て
'
割
当
金
は
免

除
さ
れ
た
も
の
の
'
過
料
銭
三
賞
文
宛
を
徴
収
さ
れ
て
い
る
(寛
延
三
年
二
万
に
も
同
様
の
例
あ
り
'
註
(
3
)参
照
)｡
御
東
金
と
は
い
う
も

の
の
'
こ
の
種
の
才
覚
金
の
徴
収
が
'
米
納
地
代
制
を
基
盤
と
す
る
封
建
領
主
権
力
の
強
さ
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
如
実
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡



ひ
き
続
き
'
寛
延
三
年

二

月
に
も
飯
分
水
雄
視
毛
引
高
過
分
､
春
御
目
見
入
用
等
の
御
物
人
に
よ
っ
て
､
先
年
か
ら
の
上
納
金
元
利

返
済
の
お
断
り
を
申
渡
し
'
更
に
〓
1月
に
は
藩
主
の
任
官
入
用

(五
代
荘
主
賢
房
日
向
守
叙
任
)
と
し
て
町
方
へ
二
百
両
の
才
覚
を
依
灼
し

て
い
る
｡

(2)

こ
の
よ
う
な
領
主
家
計
の
逼
迫
は
'
領
内
の
水
害
等
に
よ
る
天
災
や
'
米
価
安
が
拍
雄
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る

が
'既
に
延
事
四
年
の

利
下
げ
'
寛
延
三
年
の
元
利
据
置
の
処
置
を
と
っ
た
藩
当
局
は
'
宝
暦
三
年
(
一
七
五
四
)
に
至
り
'
家
計
の
テ
コ
入
れ
を
行
な
う
こ
と
と

(3
)

な
っ
た
｡
す
な
わ
ち
'
町
の
御
用
金
調
達
能
力
が
限
界
に
達
し
た

と判
断
し
た
藩
当
局
は
'
高
田
浮
領
の
港
町
今
町

(
直
江
津
)
の
越
前

良

(福
永
)
十
三
郎
'
江
戸
秋
葉
別
当
満
願
寺
か
ら
の
借
入
金
と
,
領
外
か
ら
の
借
入
金
を
行
な
ー㌢
と
共
に
･
糸
魚
川
町
の
町
人
三
名
を

｢御
勝
手
取
続
御
用
｣
と
し
て
藩
役
人
に
登
店
し
て
い
る
｡
町
年
寄
小
林
家
の

｢御
用
留
｣
宝
暦
三
年
八
月

〓
1日
の
免
に
よ
れ
ば
'
次

の
如
き
申
渡
を
領
内
町
在
の
町
年
寄

･
惣
割
元
へ
発
し
て
い
る
｡

申
渡
覚

一
'
近
年
御
勝
手
御
不
如
意
二
付
'
在
江
戸
御
在
所
之
御
役
人

一
区
雄
令
会
談
'
於
御
在
所
も
打
続
御
頗
御
用
金
為
致
調
達
'
御
弁

用
仕
来
侯
得
は
'
町
家
之
も
の
共

口
供
二
随
ひ
'
御
領
分
村
方
迄
も
自
然
と
衰
微
之
鉢
二
相
成
供
'
依
之
此
上
公
辺
不
慮
之
御
役

用
ハ
格
別
'
決
而
是
迄
之
通
町
家
之
者
江
御
頼
御
用

1
向
出
金
難
申
付
之
旨
'三
年
以
前
来
春
中
御
在
所
御
役
人
噂
申
切
侠
付
'御
取

続
之
手
段
無
之
侯
'江
戸
御
在
所
双
方
二
而
何
分
こ
も
金
主
可
閉
繕
旨
被
仰
付
'於
御
在
所
は
今
町
越
前
屋
十
三
郎
江
相
加
'
江
戸
こ

お
ゐ
て
ハ
秋
葉
別
当
満
願
寺
へ
頗
侯
而
'
右
出
金
も
致
初
侯
処
'
柳
御
領
知
村
方
及
難
渋
'
剰
狼
籍
至
極
之
致
方
'
甚
以
不
屈
之
仕

方
可
被
表
札
明
処
'
西
宮
又
兵
衛
と
申
町
人
仕
送
出
金
可
申
由
'
既
御
在
所
江
も
数
度
罷
越
侯
特
典
'
初
発
才
吟
味
相
究
侠
筋
皆
以

令
甑
磨
'
却
而
御
身
上
向
致
破
乱
'
打
続
為
相
勤
被
差
置
侯
而
は
決
而
御
領
知
こ
も
可
及
難
儀
基
二
相
聞
へ
俵
二
付
'
右
仕
送
之
者

共
被
召
放
'
共
上
御
取
続
至
極
大
切
之
場
二
重
侯
所
'
折
悪
敷
数
十
年
来
無
之
米
穀
下
直
二
付
公
辺
御
勤
は
勿
論
'
御
家
中
御
扶
助

近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

七
七



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

七
八

も
成
兼
'
必
至
之
御
難
渋
被
相
成
侯
'
依
之
御
家
中
給
扶
持
も
省
略
ヲ
以
御
借
り
米
被
仰
付
'
井
江
戸
御
在
所
､､
共
二
先
年
メ
追
､､

御
借
用
金
之
分
都
而
当
酉
年
才
丑
年
迄
五
ヶ
年
之
内
元
利
共
二
御
返
済
之
儀
御
断
之
積
'
則
江
戸
御
出
入
之
面
､､
は
各
承
知
事
済

供
'
於
御
在
所
も
同
様
之
儀
二
候
間
'右
御
返
済
御
断
之
趣
心
得
違
無
之
様
'
町
年
寄
割
元
其
向
寄
ヲ
以
金
主
百
､､早
速
可
申
渡
侯
'

寅
年
二
至
'
何
れ
も
御
返
金
之
手
段
可
申
渡
供
'
(中
略
)
松
山
清
右
衛
門

･
松
倉
助
左
衛
門

･
池
原
市
右
衛
門
当
春
メ
被
召
呼
'
今

酉
年
才
丑
年
迄
御
勝
手
御
取
続
引
請
之
儀
御
頼
被
仰
付
供
得
共
'
各
近
年
致
微
禄
侯
得
は
出
金
之
術
無
御
座
由
再
三
御
訴
訟
申
上
侯

得
共
'
於
御
前
御
□
被
仰
出
御
用
之
趣
難
黙
止
'
於
今
町
福
永
十
三
郎
と
申
者
江
出
金
相
頼
'
御
得
心
之
上
及
御
請
侯
'
(中
略
)
自

今
以
後
清
右
衛
門

･
助
左
衛
門

･
市
右
衛
門
儀
は
町
家
之
職
分
相
離
'御
役
人
同
意
二
熟
し
'御
為
之
筋
可
相
励
之
旨
被
仰
付
侯
事
'
.

(4
)

直
江
津
今
町
の
福
永
氏
に
つ
い
て
は
'
廻
船
問
屋
を
営
み
'
同
町
の
大
肝
煎
を
勤
め
る
富
商
と
い
う
知
識
し
か
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
'
糸

魚
川
薄
と
の
拘
り
合
い
は
'
地
理
的
関
係
か
ら
推
し
て
同
藩
の
飛
地
下
美
守
郷

(俗
に
六
万
部
領
)
と
魚
沼
領
分
と
の
収
納
米
の
処
分
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
江
戸
満
願
寺
か
ら
の
借
入
金
は
恐
ら
く
雨
堂
金
に
類
す
る
も
の
と
思
わ
れ
'
西
浜
領
七

二
二
六
石
余
之
収
納
米
を
引

当
て
に
千
九
百
両
を
年
利
二
割
'
五
ケ
年
賦
返
済
の
条
件
で
西
浜
領
の
町
年
寄

･
割
元
･
用
達
連
印
の
上
'
藩
役
人
の
奥
印
に
よ
る
郷
借

(5
)

の
形
式
を
と
っ
て
い

る

｡

こ
の
よ
う
な
街
外
か
ら
の
借
入
金
に
よ
る
赤
字
の
補
填
策
と
共
に
'
糸
魚
川
の
町
人
三
名
を

｢御
勝
手
取
続
御
用
｣
に
登
用
し
た
わ
け

で
あ
る
｡
財
政
の
た
て
直
し
に
領
内
の
有
力
商
人
を
登
用
す
る
こ
と
は
珍
し
い
例
で
は
な
い
が
'
糸
魚
川
藩
の
場
食
'
彼
ら
の
登
用
が
'

ど
の
よ
う
な
積
極
的
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
｡
ま
た
登
用
さ
れ
た
三
名
が
当
時
如
何
な
る
営
業
を
持
っ
て
い
た
か

も
詳
か
で
な
い
が
'
三
名
の
う
ち
松
山
氏
は
の
ち
町
年
寄
に
'
他
の
松
倉

･
池
原
の
両
氏
は
当
時
'
銭
相
場
の
届
出
に
名
を
み
せ
て
い
る

か
ら
'
銭
座
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
銭
座
の
機
能
も
明
ら
か
で
な
い
の
で
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
'
金
融
を
本
業
と
し
領
内
の
貨
幣
相



(

6
)

場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
得
る
地
位
に
あ
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か

｡

四
年
後
の
宝
暦
七
年

一
一
月
糸
魚
川
藩
で
は
今
町
の
福
永
氏
に
江
戸
御
仕
送
引
請
を
依
頼
L
t
領
内
へ
次
の
よ
う
な
申
渡
を
行
な
っ
て

い
る
｡

申
渡
覚

一
'
今
般
福
永
十
三
郎
へ
御
仕
送
之
義
永
久
厚
御
頗

二
付
及
熟
談
侯
'
依
之
御
物
成
米
金
諸
役
浮
役
運
上
夫
食
延
売
米
代
其
外
臨
時

取
立
物
二
重
迄
不
残
福
永
十
三
郎
江
相
渡
侯
間
'
各
此
旨
相
心
得
'
先
格
之
期
月
ヲ
以
役
所
･q3取
立
可
申
付
之
旨
無
相
速
急
度
取

立
'
十
三
郎
方
へ
可
被
相
渡
侯
'
尤
納
次
第
受
取
方
加
判
対
談
之
義
ハ
共
時
之
御
代
官
両
人
･～3可
申
談
条
'
間
違
無
之
様
可
被
相
心

得
侯
'
勿
論
如
斯
福
永
十
三
郎
御
頗
之
上
永
久
方
式
引
受
相
究
侠
上
ハ
糸
魚
川
町
ハ
不
及
申
'
御
領
内
郷
村
井
令
安
堵
'
穏
二
家
業

令
相
続
侯
様
'
各
支
配
町
方
村
々
江
も
可
申
渡
侯
'
是
又
十
三
郎
江
致
対
談
度
筋
も
有
之
侯
ハ
1
勝
手
次
第
直
談
可
有
之
侠
'
以
上

宝
暦
七
丑
年
十

一
月

浦

野

彦

惣

加
藤
理
平
治

浦
野
安
左
衛
門

中

村

惣

八

小
林
九
郎
左
衛
門
殿

奥
泉
伝

左
衛
門
殿

帯

川

助

之

丞

殿

小
竹
九
右

衛
門
殿

岩
崎
七
右
衛
門
殿

(宛
名
人
は
町
年
寄
･
割
元
-
引
用
者
註
)

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
肺
屋
町
の
起
訴
的
磯
儲
(鶴
岡
)

七
九



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
瀧
(鶴
岡
)

八
〇

し
か
し
'
福
永
氏
に
江
戸
仕
送
り
御
用
を
依
頼
し
た
と
い
っ
て
も
'
申
渡
層
に
あ
る
よ
う
に
吋
の
金
主
屑
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
｡
翌
宝
暦
八
年

一
一
月

｢江
戸
表
両
度
之
御
不
幸
'
其
上
当
時
御
役
場
御
勤
被
遊
侠
得
ハ
必
至
と
御
差
支
'
殊
更
当
年
米

直
段
下
落
二
付
無
拠
出
金
之
儀
御
頼
被
成
侯
之
間
'
来
廿
五
日
迄
之
内
才
覚
致
上
納
無
滞
御
越
年
御
用
相
室
侯
様
出
情
可
中
之
間
'
御
頼

之
趣
'
金
主
共
江
可
被
申
渡
侯
'
尤
御
返
済
之
義
ハ
二
月
先
納
金
'
六
月
取
立
之
拝
借
米
代
之
内
を
以
'
半
金
宛
返
済
可
相
接
侯
｣
と
あ

っ
て
'
百
五
十
両
を

一
九
人
へ
割
賦
し
て
い
る
｡ー
収
納
米
引
当
の
才
覚
金
調
達
は
'
更
に
二
月
先
納
金
'
六
月
取
立
の
拝
借
米
代
を
引
当

と
す
る
自
転
車
操
業
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
｡
更
に
翌

一
〇
年
五
月

一
五
日
の
御
用
留
の
記
事
に
よ
れ
ば
'
将
軍
代
替
り
に
つ
い
て
の
献

上
物
'
そ
の
ほ
か
竹
橋
御
番
所
当
番
中
の
入
用
に
つ
き
'
今
町
の
福
永
氏
へ
金
談
を
な
し
た
が
'
米
下
直
の
た
め
金
子
不
廻
り
に
つ
き
金

策
の
目
途
が
つ
き
難
い
と
し
て
'
来
月
取
立
の
拝
借
米
代
金
の
繰
り
上
げ
上
納
を
町
方
に
命
じ
て
い
る
｡
も
っ
と
も
'
こ
の
拝
借
米
代
金

の
繰
り
上
げ
上
納
に
つ
い
て
は
'
壱
ヶ
月
の
公
定
利
息
を
下
付
す
る
条
件
で
あ
り
'
ま
た
昨
碁
の
才
覚
金
百
五
十
両
の
返
済
用
に
見
込
ま

れ
て
い
た
か
ら

(但
し
'
半
金
は
当
正
月
億
済
済
み
)'
そ
の
金
主
達
に
対
し
て
は
'
元
金
の
半
金
の
利
息
の
み
を
下
付
L
t
元
金
は
蔵
米
切

手
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
返
済
を
回
避
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
同
年
六
月
十
六
日
八
ケ
町
か
ら
の
拝
借
米
代
完
納
の
際
に
作
成
さ

れ
た
勘
定
書
は
'
そ
の
間
の
事
情
を
明
確
に
説
明
し
て
く
れ
る
の
で
'
次
に
掲
げ
て
お
-
0

党

1
米
式
百
五

拾
四
俵

八
ケ
町
拝
借
米
代
'
信
州
問
屋
'
往
来
問
屋
'
舟
仲
間

代
金
七
拾
三
両
弐
歩

七
匁
三
分
八
厘

但
金
拾
丙
二
付
三
十
四
俵
半
か
へ

但
両
替
六
十
日

内
金
六
十
四
両

五
月
十
八
日
納

此
利
壱
両
壱
分

壱
匁
八
分



是
ハ
例
年
六
月
上
納
之
所
'
急
二
五
月
上
納
仕
侯
様
二
被
仰
付
'
依
之
壱
ヶ
月
分
利
足
投
下
匿
倶
'

元
利
六
拾
五
両
壱
歩

.壱
匁
八
分

差
引
戎
り

八
両
壱
歩

五
匁
五
分
八
厘

不
足
取
立
可
申
分
六
月
十
五
日
二
取
立

一
金
七
拾
五
両

卯
碁
御
頼
金
百
五
拾
両
之
内
'
半
金

此
利
拾
両
弐
歩

元
利
当
正
月
相
済
'
只
今
半
金
元
利
相
法
不
残
相
済

元
利
〆
金
八
拾
五
両
弐
歩

内
金
七
拾
五
両

御
蔵
御
切
手
ヲ
以
当
暮
迄
御
倍
居
被
遊
侠

残
り
金
拾
両
弐
歩

御
返
済

此
訳

八
両
壱
歩
五
匁
五
分
八
厘

拝
借
米
代
不
足
取
立
申
侯
分

弐
丙
九
匁
四
分
弐
厘

是
ハ
九
郎
左
街
門
･qa
遅
上
米
取
立
之
内
ヲ
以
相
法
ス

〆

l

才
覚
金
及
び
先
納
分
に
つ
い
て
'
月
二
歩
の
利
息
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
'

一
見
合
理
的
な
貸
借
関
係
を
示
す
か
の
錯
覚
を
持
た
し

め
る
が
'
こ
ゝ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
'
返
済
用
に
充
当
さ
れ
る
領
主
米
の
米
直
段
で
あ
る
｡
因
み
に
前
年
の
宝
暦
九
年
十
月
の
糸
魚
川

町
の
上
米
書
上
平
均
相
場
は
金

一
両
に
二
石
三

一
五
で
あ
っ
て
'
領
主
の
定
め
た
夫
喰
拝
借
米
代

1
0
両
に
三
四
俵
半

(
四
俵

1
石
)
は

丙
に
1
石
三
八
〇
に
当
り
'
そ
の
間
に
ほ
ぼ
倍
近
い
開
き
が
あ
る
｡

'

い
っ
た
い
'
越
後
頚
城
郡
地
方
の
幕
領
の
石
代
相
場
は
'
享
保

1
九
年
以
降
高
田
･
今
町

･
糸
魚
川
三
町
の
十
月

一
五
日
か
ら
晦
日
迄

(7
)

の
上
米
平
均
相
場
に
壱
斗
二
升
上
り
と
定
め
ら
れ
て
い
た
｡
従
っ
て
幕
府
勘
定
所
へ
投
出
す
る
糸
魚
川
町
の
石
代
直
段
は
'
他
の
二
町
筋

近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

八
1



第12表 糸魚川領御定米直段洋書上相場表

年 次 御 払 米 三 分 ｢ 頗 金 納 夫食拝倍 10月書上-

上米相場享 保 20 40俵替 43俵替 40俵香 ∫

41.5俵替 石(1.800) (1_720)25俵 (1.600

)24俵 (1.660)元 文 3 石26俵 ★ 20俵(0.9

00) 1.400･-1.180′′4.寛 保 元 書 23.5俵(0.940) 1.5501.300(1;040)

(1.009) 25俵 -

1.350′′3 27俵 26俵 1.450(1.080)1.460 (1.040)1.420 (0.940)1.380 (1.000) ∫-1.360ど

延 宰 4 ★ 21.5俵(0.860) 1.380∫-1.500I

L･寛 延 元 ■ 25.5俵(1.020) 1.400

-1_480宝 暦 7 書 24俵(0.96

0) 2.340-2.320/′9 1.380 2.340･}2

.290′′11 1.400 1.360 1.280 1.320 2.87

0-2.850′′12 1.320 1.280 1.200 1.240

2.930.-2.890′′13 1.180 1.140 1.0

60 1.100 2.710-2.630明 和 2 1.120 1.040 0.960 1.000 2.730-

2.700′′3 1.200 1.160 1.080

1.120 2.840-2.790′′5 0

.820 0.780 1.870註 1.位表示の数字は金10両二付,石表示は金1両こついての旺殴0

2.
前四項の領主公定直段は毎年11 月未



田

･
今
町
の
相
場
を
勘
案
し
な
が
ら
'
領
主
の
代
官
と
町
年
寄
と
の
黙
契
の
下
に
人
為
的
な
操
作
が
行
な
わ
れ
'
実
際
の
地
相
場
の
七
'

(8
)

八
掛
位
の
安
直
段
を
書
上
げ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た

が'そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
領
主
の
公
定
米
価
と
は
可
成
り
の
開
き
が
あ
る
｡

第

一
二
表
は
断
続
的
な
が
ら
'
享
保
未
年
か
ら
の
書
上
相
場
と
領
主
米
の
公
定
直
段
の
差
異
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
見
ら
れ
る
‥通

㌢
'
領
主
米
の
公
定
直
段
は
三
分

一
金
納
直
段
の
ほ
か
'
願
金
納

･
夫
喰
拝
借
米

･
御
払
米
直
段
の
四
通
り
が
あ
っ
て
'
頗
金
納
直
段
が

最
高
に
ラ
ン
ク
さ
れ
'
夫
喰
拝
借
米
が
同
価
若
し
く
は
次
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
｡
享
保
二
〇
年
の
書
上
相
場
が
不
明
で
あ
る
が
'
松
平

氏
入
封
後
前
期
の
領
主
米
の
公
定
直
段
は
'
実
際
の
地
相
場
と
余
り
開
き
は
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
｡
究
延
元
年
か
ら
宝
暦
六
年
迄
の
九

年
間
の
数
字
が
得
ら
れ
な
い
の
で
明
確
な
断
定
は
下
せ
な
い
が
'
領
主
直
段
と
吉
上
相
接
の
開
き
が
著
し
く
な
る
の
は
宝
暦
以
後

で
‖あ

る
｡
現
に
'
明
和
五
年

二

月
の
三
分

1
直
段
壱
丙
に
八
斗
二
升
の
公
示
に
対
し
難
渋
を
訴
出
た
割
元
連
名
の
願
番
に
も

｢近
年
打
続
作

方
不
宜
'
別
二
当
年
は
近
来
無
御
座
慈
作
二
付
定
而
御
免
合
御
引
可
被
為
下
と
奉
存
居
候
所
'
御
免
合
も
御
引
不
被
成
下
'
共
上
ケ
程
之

御
直
段
被
仰
付
'
諸
国
も
引
合
不
申
御
直
段

(中
略
)
右
町
相
場
二
売
立
壱
石
二
付
銀
拾
弐
参
匁
余
も
御
上
様
御
直
段
違
二
而
云
々
｣
と

あ
っ
て
'
法
外
な
金

納
直
段
の
引
下
げ
を
願
っ
て
い
る
｡
こ
の
街
着
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
'
翌
二
月
の
再
版
に
は

去
子
十

一
月
中
町
売
米
壱
石
二
付
御
上
様
御
直
段
ぶ
銀
八
匁
余
も
高
下
御
座
供
を
御
定
例
二
被
為
仰
付
侯
趣
二
御
決
被
為
下
僕
偽
'

何
共
欺
ケ
数
奉
存
侯
'
此
三
分

一
御
直
段
之
儀
往
古
之
町
方
売
米
直
段
才
は
御
下
直
二
被
仰
付
'
共
後
御
当
代
様
御
領
地
二
相
成
侠

雨
は
'
御
用
達
中
罷
出
せ
り
か
-
任
侠
上
二
而
御
払
米
御
直
段
相
究
侠
'
右
御
払
米
才
一二
分

一
御
直
段
壱
俵
高
二
被
仰
付
'
既
二
先

年
町
方
売
米
才
御
下
直
二
被
為
仰
付
侯
証
拠
は
'
歌
川
組
之
内
山
口
村
は
御
関
所
有
之
御
用
繁
多
二
御
座
候
二
付
半
金
納
御
定
被
成

下
'
鉄
砲
町
ハ
斧
窮
之
町
内
故
為
御
救
皆
金
納
被
仰
付
侠
御
事

と
'
領
主
米
直
段
決
定
の
慣
例
を
述
べ
'
続
け
て
'

(宝
暦
五
)

当
御
城
代
様
御
代
宝
暦
年
中
亥
年
町
方
相
場
ノ
四
俵
程
御
下
直
二
被
仰
付
侠
'
然
ル
所
近
年
殿
様
御
勝
手
御
不
如
意
之
偵
逸
々
被
仰

近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
的
)

八
三



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
鰭
(鶴
岡
)

八
四

聞
'
御
取
続
被
為
遊
侠
迄
御
奉
公
と
蓉
存
'
乍
難
渋
出
情
皆
済
任
侠

(中
略
)然
ル
を
右
之
意
味
や
直
ク
ニ
御
定
例
之
定
儀
二
被
仰
付

侯
而
は
此
末
年
々
内
相
場
と
過
半
引
違
'
高
直
之
御
定
例
を
春
樹
請
'
困
窮
之
首
位
相
続
難
仕
儀
'
何
共
欺
ケ
歎
奉
存
侯

と
'
宝
暦
後
年
か
ら
の
領
主
米
直
段
の
引
上
げ
を
裏
付
け
て
い
る
｡

先
に
触
れ
た
宝
暦
三
年
の
財
政
テ
コ
入
れ
の
実
態
は
詳
か
で
な
い
が
'
領
主
米
の
高
価
策
に
よ
っ
て
累
積
す
る
負
債
を
綬
和
す
る
こ
と

が
主
要
な
眼
目
で
は
な
か
っ
た
か
｡
こ
の
よ
う
な
領
主
の
経
済
外
強
制
は
'
宝
暦

一
二
年

一
〇
月
の
御
旗
金
二
百
両
の
う
ち
半
金
の
百
両

の
工
面
に
窮
し
た
町
民
か
ら

｢当
時
之
直
段
二
売
払
被
成
供
ハ
ヽ
梶
屋
敷

(他
領
分
-
引
用
者
註
)
ニ
お
ゐ
て
買
主
も
内
々
有
之
由
｣
の
上

申
に
対
し
'

｢売
払
申
義
堅
ク
不
相
成
'
夫
是
な
し
こ
才
覚
上
納
御
頼
之
御
口
上
二
俣
｣
に
よ
っ
て
も
象
現
さ
れ
て
い
る
｡

既
に
蔵
米
の
先
納
切
手
の
発
行
に
よ
っ
て
負
債
の
償
却
を
糊
塗
し
て
い
た
領
主
経
済
の
逼
迫
は
'
こ
の
頃
に
な
る
と
'
才
覚
金
の
引
当

は
地
元
の
西
浜
領
に
止
ま
ら
ず
'
飛
地
領
の
下
美
守
郷

(現
在
の
中
頚
城
郡
)
に
及
ん
で
い
る
｡
す
な
わ
ち
宝
暦

1
二
年
下
美
守
郷
の
蔵
米

一
二
三
〇
俵
を
引
当
て
に
'
新
田
町
の
廻
船
業
者
二
名
と
'
押
上
村
の
又
右
衛
門
な
る
者
に
三
百
両
の
才
覚
金
を
徴
L
t
蔵
米
下
渡
し
に

際
し
て
'
今
町
の
福
永
氏
と
二
重
低
当
事
件
で
悶
着
を
起
し
て
い
る
｡

町
年
寄
を
含
め
て
町
の
金
主
層
に
対
し
'
間
断
な
く
徴
集
さ
れ
る
才
覚
金
は
'
く
り
返
え
し
述
べ
て
来
た
通
り
'
収
納
米
な
り
'
拝
借

光
代
'
運
上
金
等
を
引
当
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
'
実
質
上
の
年
貢
先
納
金
で
あ
っ
た
と
い
え
る
｡
･

天
明
六
年

(
一
七
八
六
)三
月
七
日
陣
屋
に
召
喚
さ
れ
た
町
年
寄

･
割
元
は
'
先
日
来
内
談
を
受
け
て
い
た
才
覚
金
上
納
に
つ
い
て

｢差

当
節
旬
前
才
覚
方
被
仰
渡
侯
両
も
御
請
之
儀
無
覚
末
奉
存
侯
間
'
頚
而
御
願
中
上
侯
処
'
猶
又
被
仰
閥
侠
ハ
'
尤
成
義
二
侯
特
典
'
此
方

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ニ
両
も
手
段
無
之
侯
間
'
何
れ

1
両
日
中
二
御
仕
法
審
御
渡
被
成
供
'
尤
当
年
･qQ
才
覚
之
儀
ハ
収
納
引
当
仮
直
段
二
而
金
高
切
之
才
覚
方

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

御
領
之
積
り
有
之
侯
粂
'
幾
重
こ
も
申
渡
侯
上
'
御
請
可
仕
段
被
仰
渡
し
て
い
る
.
具
体
的
な
内
容
は
詳
か
で
な
い
が
'
領
主
側
か
ら
'

従
来
の
金
主
眉
よ
り
対
象
を
拡
大
し
た
形
で
の
才
覚
金
の
徴
集
が
目
論
ま
れ
'
そ
れ
に
つ
い
て
仕
法
書
の
墾
不
が
約
束
さ
れ
た
こ
と
が
判



る
｡
そ
の
後
の

｢御
用
留
｣
の
記
事
に
よ
れ
ば
'

｢外
二
金
主
も
無
之
侯
間
'
是
非
今

一
応
下
々
利
解
申
開
｣
と
代
官
か
ら
再
三
の
説
得

(9
)

を
う
け
'

一
般
領
民
の
難
色
に
も
拘
ら
ず
'
同
三
月
二
〇
月
町
年
寄

･
割
元
は

｢月
才
覚
金
｣
の
件
を
受
諾
し
'
代
り
に

｢右
二
付
昨
今

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

迄
御
利
足
二
割
被
下
僕
得
共
'
売
損
過
分
有
之
供
間
'
当
年
ノ
米
金
引
当
共
金
銀
返
済
二
而
壱
ヶ
月
弐
拾
両
壱
分

(年
1
割
五
分
)
之
御
利

足
被
下
僕
様
二
被
成
下
侯
ハ
1
下
々
利
解
之
上
御
請
中
上
供
様
被
申
開
度
供
'
尤
町
在
拝
借
米
夫
喰
共
二
右
年
限
中
拝
借
御
免
被
成
下
供

様
｣
と
の
条
件
を
具
申
し
て
い
る
｡
こ
の
条
件
の
採
否
は
不
明
で
あ
る
が
'
代
官
の
内
示
す
る
新
仕
法
が
'
町
在
均
ら
し
て
の
月
割
上
納

の
実
施
で
あ
っ
た
こ
と
が
'
ほ
ぼ
察
知
さ
れ
る
｡

在
方
の
先
納
は
'
宝
暦

一
三
年
三
月
領
主
の
日
光
祭
礼
奉
行
勤
役
の
際
'
入
用
金
の
う
ち
二
五
〇
両
を
村
々
か
ら
先
納
さ
せ
た
記
録
が

あ
り
'
ま
た
明
和
三
年
四
月
に
は
端
午
前
為
登
金
三
〇
七
両
二
歩
の
才
覚
を
在
方
へ
も
分
担
さ
せ
て
い
る
か
ら
'
こ
の
年
以
前
に
も
臨
時

的
な
先
納
金
の
徴
収
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
'
天
明
六
年
に
至
っ
て
西
浜
領
全
般
に
l且
っ
て
実
質
的
な
年
貢
の
月
割

上
納
が
'
従
前
か
ら
の
才
覚
金
の
名
の
も
と
で
始
ま
っ
た
と
小
う
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
才
覚
金
の
金
主
層
の
地
域
的
拡
大
若

し
く
は
保
証
の
強
化
で
あ
っ
て
'
農
村
の
経
済
発
展
に
対
応
し
た
収
奪
体
系
の
変
化
を
意
昧
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

も
っ
と
も
'
宝
暦
以
降
町
年
寄
の

｢御
用
留
｣
の
大
半
を
覆
う
才
覚
金
調
達
の
記
事
は
'
何
処
ま
で
が
調
達
金
か
'
頁
租
の
先
納
か
判

別
に
苦
し
む
.
糸
魚
川
町
の
買
租
納
入
の
実
態
は
町
庄
屋
の
記
録
を
欠
く
た
め
知
り
撞
い
が
'
試
み
に
宝
暦
八
年
芽
の
町
年
寄
の
勘
定
番

に
よ
っ
て
み
れ
ば
'
七
月
百
両
'
八
月
五
五
両
'
十
月
五
〇
両
の
計
二
〇
五
両
を
才
覚
金
と
し
て
分
納
'
そ
れ
ぞ
れ
十

一
月
迄
の
利
息
月

二
歩
を
加
算
L
t
元
利
二
二
一
両

一
歩
九
匁
の
内
'
元
金
二
〇
両
三
歩
三
匁
を
除
い
た
分
に
つ
い
て
'
金

一
〇
両
に
つ
き
三
拾
俵
半
啓
の

換
算
率
で
年
貢
米
と
の
相
殺
を
う
け
て
い
る
｡
糸
魚
川
七
ケ
町
の
石
高
総
計

二
一七
六
石
四
五
〇
七
を
地
目
別
に
平
均
免
を
乗
ず
れ
ば
'

五

二
皿
石
八
五
九
三
と
な
り

(次
貢
参
照
)'
川
成
損
地
等
の
引
高
を
見
込
む
と
'
収
納
高
約
五
〇
〇
石
見
当
の
数
字
が
得
ら
れ
る
｡
従
っ

て
三
分

一
金
納
分
は
約

一
六
七
石
弱
と
す
れ
ば
'
宝
暦
九
年
の
三
分

一
金
納
直
段
は
一
両
に
一
石
四
二
〇
で
あ
る
か
ら
'

一
一
八
両
弱
が

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

八
五



近
世
後
期
に
お
け
る
二
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(払
岡
)

八
六

石 高 平均免 納米高

石
田 方 1093.569×0.415-453.83

1畑 方 139.3957×0.289-40.28

53塩 高 一43.486×0.500- 21.

743計 1276.4507 515

.8593註 平均免は明治3年7ケ町明

細脚こよる｡三分一金納分 500石×与

-167石弱三分二米納分 500石×号-333石文化10,

11年糸魚川町月割上納金高

三
分

一
金
納
分
に
当
る
｡
同
年
の

才
覚
金
額
元
金
二
〇
五
両
は
'
三
分

一
金
納
額
を
遥
か
に
超

え
た
額
と
な
る
わ
け
で
あ
る



金
百
四
拾
弐
両
弐
歩
弐
朱

永
八
拾
文

金
三
百
四
拾
七
両
弐
歩

米
方

此
米
九
百
五
拾
九
俵
四
升

但
廿
七
俵
六
分

右
之
通
御
渡
米
御
蔵
､､御
切
手
都
合
三
通
被
成
御
渡
割
元
中
相
法
'
町
方
へ
御
米
引
取
書
付
等
委
細
相
認
遣
焼
串
'

四
六
二
両
の
日
割
上
納
金
に
対
し
'
月

一
歩
の
利
息
が
附
さ
れ
'
元
金
の
三
分

一
未
満
の
一
四
二
両
弐
歩
余
が
金
で
返
済
さ
れ
'
残
り

に
つ
い
て
は
蔵
米
切
手
の
交
付
を
受
け
て
い
る
｡
三
枚
の
蔵
米
切
手
が
現
実
に
ど
の
よ
う
な
形
で
町
民
に
割
戻
さ
れ
る
の
か
'
そ
の
実
態

は
知
り
難
い
が
'
同
年
分
の
町
民
の
貢
租
分
に
よ
っ
て
'
先
納
金
は
ま
る
ま
る
相
殺
さ
れ
る
勘
定
に
な
る
｡
月
割
才
覚
金
の
上
納
が
'
実

質
的
な
貢
租
の
利
付
先
納
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
｡

第13表 江戸仕送り金額

●内訳,定格金2500両外二閏月分loo狩.別途入用200両 而して才覚金と

称せられる実質的な貫納金は'将軍から江戸定府と指定された一万石大名の領主経済の大半を占める江戸仕送金に充当されたわけで'史料の上で知り得る江戸為登金は'年によって

異同があるが(

第一三表参照)'宝暦期には定格金l二五〇〇両と明示している｡糸魚川町が四六二両の月割金を割当てられた文化二年(一八一四)には'江戸為登金の全般的な割当額

が
残
さ
れ
て
い
る
｡
即
ち
'
同
年
二
月
二
日

｢当
成
年
江
戸
表
御
月
割
為
登
金
才

覚
調
達
井
諸
取
立
申
渡
書
｣
が
町
年
寄

･
割
元
及
び
才
覚
加
談
人
へ
代
官
か
ら
提
示
さ
れ
た
の
が
第

一
四
表
で
あ
る
｡

全
額
の
七
四

･
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
町
年
寄

･
割
元

･
才
覚
加
談
人
に
依
存
し
'
先
納
分
は
西
浜
領
に
限
ら
れ
'
飛
地
領
に
つ
い
て
は
同

年
の
収
納
引
当
に
よ
る
才
党
人
等
の
安
任
窃
と
な
っ
て
お
り
'
彼
ら
の
比
重
の
大
き
さ
が
判
明
す
る
｡
積
年
の
負
担
の
重
圧
に
渋
滞
を
示

す
彼
ら
に
対
し
て
'
代
官
が
説
得
材
料
と
し
て
提
示
し
た
同
年
の
予
算
書
を
整
理
加
工
し
た
も
の
が
第

一
五
表
A
B
で
あ
る
｡
表
中
各
項

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領



I

第14表 文化11成年江戸表月割為登金取立方明細書

四壁′__%山 西浜領2月先納金
562.2(23.6)

近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

八
八

//10月//
40.0 40.0(1.7) 西浜酒役金

町年寄 ･割元 ･才覚方加談人
才覚調達2月16日上納分
同上 4月15日 //

450.0を1780.0(74.7) 同上 7月2日 〝

同上 8月15日 〝
才覚加談人別段下美守額成収納
引当才覚調達3月20日上納分

計 2382.2(100)

目
に
亘
る
検
討
は
当
面
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
る
の
で
省
略
す
る
が
'
飛
地
分
を
含
め
た
三
餌

の
総
収
入
額
は
金
に
換
算
し
て
五
六
八
九
両
三
歩
'
支
出
金
額
は
五
四

1
六
両
を
見
込
み
'

二
七
三
両
の
余
剰
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡
そ
し
て
支
出
予
算
の
う
ち
七
二
･
九
パ
ー

セ
ン
ト
は
江
戸
仕
送
り
金

･
給
人
扶
持
米
と
'
在
所
の
行
政
費
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
'
西
浜

額
の
全
収
納
分
が
江
戸
為
登
金
に
ほ
ぼ
充
当
す
る
｡

第

1
四
表
に
示
さ
れ
た
西
浜
領
二
月

･
十
月
の
先
納
金
五
六
二
両
二
歩
は
'
恐
ら
く
町
方

分
を
含
ま
な
い
在
方
分
と
思
わ
れ
る
が
'
西
浜
唐
総
石
高
七
三
七
二
石
七
九
九
か
ら
糸
魚
川

町
高

1
二
七
八
石
八
三
二
を
差
引
い
た
村
高
六
〇
九
三
石
九
六
七
に
平
均
免
〇
･
四
二
三
遷

乗
じ
る
と
'
収
納
米
高
二
五
七
七
石
七
四
八
が
算
出
さ
れ
る
｡
そ
の
う
ち
三
分

1
金
納
分
は

八
五
九
石
二
四
九
で
あ
る
か
ら
'
在
方
先
納
分
五
六
二
両
二
歩
は
三
分

一
直
段
で
換
算
す
る

と
五
九
玉
石
分
に
相
当
L
t
収
納
米
高
の
二
二
･
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
｡
在
方
の
先
納

分
墜
二
分

一
金
納
分
に
満
た
な
い
額
と
な
り
'
町
方
分
と
著
し
い
対
照
を
示
し
て
い
る
｡

次
に
'
町
年
寄

･
剖
元

･
才
覚
加
談
人
等
の
上
納
引
請
覇
の
う
ち
'
下
美
守
郷
引
当
分
を
除
い
た

1
六
八
〇
両
を
'
仮
に
三
分

一直

段

一
石
四
升
で
換
算
す
る
と
'
約

一
七
九
二
石
分
に
相
当
し
'
在
方
の
先
納
金
相
当
額
五
九
玉
石
分
を
合
わ
せ
る
と
約
二
三
七
七
石
分
と
な

り
'
西
浜
在
方
本
途
分
の
約
九
割
に
相
当
す
る
｡
も
っ
と
も
'
こ
の
ほ
か
に
本
途
分
の
約

一
割
強
に
当
る
冥
加
米
三
五
〇
石
余
が
'
定
式

収
納
分
外
に
計
上
さ
れ
て
お
り
'
前
年
の
御
国
米
分
を
合
す
れ
ば
'
総
体
的
な
先
納
額
の
割
合
も
減
少
す
る
わ
け
で
あ

る
が
'
そ
の
ほ
か

に
も
別
段
才
覚
金
と
し
て
飛
地
分
の
収
納
米
引
当
の
百
両
を
才
覚
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
'
領
主
経
済
と
し
て
は
'
酉
浜
領
収
納
分

の
ぎ
り
く

粒
度
導
kJ先
納
制
に
よ
っ
て
維
蒋
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡
し
か
も
'
先
に
述
べ
た
通
り
'
才
覚
金
額
の
約
七
五
パ
ー
セ



第15表A 文 化 11年 三 飯 収 納 米 金 大 横 香

'



第15表B 文 化 11年 支 出 予 算

江戸月送金非給人物成代為登分

在所詰之面 物々成代金給金井年中譜入用金碩

御次女様御形付入用金年賦返金分

3.5御妹女様 〝 御題母子懸金返金西浜皆済分

同上 ＼ 下美守郷渡分

諸道上金十分-井夫食拝借米代早納利足分

月送金才党利足井見越金利足金之分

5416 (支出合計)

ン
ト
は
才
覚
金
調
達
機
関
を
構
成
し
て
い
た
特
定
少
数
の
上
層
領
民
の
黄
任
に
於
て
実
現
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡

そ
し
て
'
こ
こ
で
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
'
予
算
表
に
み
え
る
総
支
出
金
額
の
二
三

･
六
パ
ー
セ
ン
ト
は
'
早
納
利
息
分
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

領
内
を
通
じ
て
の
月
割
先
納
制
の
実
施
と
い
う
収
奪
形
駿
の
変
化
は
'
従
来
の
金
主
仲
間
か

Be
n

ら
の
才
覚
加
談
人
の
増
員
'
ま
た
町
民
の
う
ち
か
ら
の
在
方
総
代

･
割
元
の
任
命
な
ど
'
町
方

の
在

へ
の
経
済
的
支
配
力
を
公
的
な
も
の
と
す
る
な
ど
'
収
奪
機
構
の
強
化
を
伴
な
う
が
'
彼

ら
上
層
領
民
に
'
そ
の
収
奪
の
一
部
を
利
息
と
し
て
分
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
得
た
の

算16表 文化11年御拐母子
講割当

人数金額計

%西浜領町 19 軸2290

62.8′′.荏 18

955 26.2下美守郷 1 250 6.9

魚 沼 郡 1 150 4
.1

計393645loop

で
あ
る

｡な
お
文
化

一
一
年
四
月
に
は
'
更
に
江
戸
借
金
返
済

用
と
し
て
三
領
の
町
在
に
'
金
三
六
四
五
両
の
御
頼
母

子
講
を
催
し
'
出
金
人
三
九
名
を
指
名
し
て
い
る

(節

一
六
表
｡
な
お
町
方
の
個
人
別
割
当
は
節
)
七
衷
参
府
)｡
そ

の
返
済
条
件
は

｢来
亥
年
メ
年
々
冥
加
米
代
金
を
以

'

五
分
之
利
足
を
加
え
'
十
グ
年
賦
済
崩
｣
の
軍
と
あ
っ

て
'
従
来
来
亥
年
迄
の
年
限
で
取
立
て
て
来
た
割
増
税
=
冥
加
米
の
年
期
を
'
更
に
向
う
十
ヶ
年
間
延
期
し
'
返
済
用
に
充
て
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
｡
収
奪
の
分
与
が

一
般
債
民
の
負
担
に
於
て
行
な
わ
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
こ
と
は
'
文
化
三
年
八
月
領
主
の
代
替
り
に
際
し
て
'
領
内
へ
金
千
両
の
御
用
金
を
命
じ
た
代
官
の
内
達
に

近
世
後



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(格
岡
)

九
〇

御
領
中
江
右
入
用
金
之
内
千
両
御
用
金
被
仰
付
侯
外
無
之
供
'
右
之
通
表
向
御
用
金
被
仰
付
侯
時

二
は
御
上

こ
も
御
心
配
被
為
成
供

儀
'
下
々
出
金
致
し
使
者
共
江
も
世
間
之
評
判
等
之
聞

へ
も
iq:之
儀
故
'
却
而
迷
惑
も
可
致
筋

二
可
有
之
哉

二
存
侯
間
､
右
金
高
之

内
町
方

二
両
四
百
八
拾
両
各
初
町
人
共
穏
便

二
出
金
差
出
侯
株

二
被
取
計
侯
方
可
然
儀

二
存
侯
'
夫
共

二
彼
是
難
渋
申
立
'
出
金
致

兼
侯
事
共
裏
向

二
而
御
用
金
被
仰
付
侯
外
無
之
侯
､
右
被
仰
付
侯
上
出
金
差
上
侯
而
は
出
金
之
も
の
共
も
気
持
被
宜
間
数
供
'
穏
便

二
差
上
侯
時

二
は
御
上

二
両
は
御
満
足
二
被
為
思
召
候

と
'
後
年

｢黒
川
騒
動
｣
と
呼
ば
れ
る
文
政
二
年
の
西
浜
領

一
挟
惹
起
の
前
駆
的
状
況
を
暗
示
し
て
い
る
｡

し
か
し
'
多
額
の
才
覚
金
=
貢
租
先
納
分
を
'
彼
ら
の
み
が
実
際
に
肩
代
わ
り
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
｡

｢才
覚
｣

｢加

談
｣
の
語
が
示
す
如
く
'
彼
ら
は
自
己
の
出
金
分
に
加
え
て
他
か
ら
の
融
通
金
を
調
達
し
得
る
能
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
｡
黒
川
騒
動
の
際
打
殺
し
を
か
け
ら
れ
た
町
年
寄
の
1
人
松
山
氏
の

｢町
年
寄
勤
役
中
自
他
才
覚
上
納
金
仕
分
帳
｣
(小
林
家
文

(12
)

香
)
の
記
事
を
抄
出
す
れ
ば
'
次
の
通
り
で
あ
る
｡

覚

元
金
八
百
五
拾
七
両
弐
歩

御
証
文
壱
通

一
金
五
拾
壱
両
三
歩

上
銀
六
匁

内
訳金
弐
百
八
拾
五
両

越
中
泊
駅金
主

小
沢
屋
与
三
右
衛
門

口
入
人

小

山

多

兵

衛

右
は
御
奥
印
御
証
文
井
添
書
等
数
通
相
接
置
'
年
々
御
利
足
弁
金
任
侠
'
尤
半
数
之
御
利
足
被
下
之
侯
'



金
三
百
五
拾
四
両

高
田
在
稲
増
村

金
主

平
左
衛
門

〃
三
左
衛
門

右

ハ
御
奥
印
証
文
相
渡
元
利
金
相
断
置
侯
分

金
三
百
七
拾
弐
両
三
分

上
銀
六
匁

右
は
高
田
在
梶
村
性
徳
寺
才
覚
金
其
外
無
拠
口
入
金
立
替
侯
分
'
年
々
利
足
弁
金
仕
侯
'
尤
半
数
御
利
足
右
同
断

小
以
但
金
五
百
五
両
三
歩

小
林
九
郎
左
衛
門
名
前
分

上
銀
拾
匁
五
分

同
五
百
五
両
三
歩

新
屋
町
察
右
衛
門
事
文
革
名
前
分

∫

小
林
九
郎
左
衛
門

(町
年
寄
-
筆
者
註
)
･
新
屋
町
察
右
衛
門
(松
山
氏
)名
儀
の
才
覚
金
の
金
主
と
'
そ
の
貸
借
関
係
を
示
す

一
例
で
あ
る

が
'
見
ら
れ
る
通
り
他
領
民
か
ら
の
借
入
が
多
く
'
滞
役
人
の
奥
印
証
文
の
形
式
を
と
る
が
'
債
務
の
名
偶
人
と
し
て
の
才
党
人
が
'
才

覚
金
利
息
の
一
部
を
自
己
負
担
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
才
覚
人
と
金
主
と
の
関
係
は

一
々
詳
か
に
し
得
な
い
が
'
同
文
書
中
に
見

え
る
金
主
と
し
て
は
'
こ
の
ほ
か
梶
屋
敷
村
九
郎
左
衛
門

(
口
入
人
猪
又
八
郎
右
街
門
)

･
信
州
松
本
若
狭
屋
弥
右
衛
門

(
ロ
大
人
山
崎

只
右
衛
門

･
池
原
仁
左
衛
門
)
等
の
名
が
見
え
て
お
り
'
割
元

･
才
覚
加
談
人
ら
が
何
れ
も
口
入
人
と
な
っ
て
い
る
｡

宝
暦
の
後
年
か
ら
の
領
主
米
の
高
価
払
下
げ
策
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
が
'
同
時
期
に
不
如
意
を
理
由
と
し
た
町
庄
屋
の
退
役
が
続

出
し
'
町
年
寄
の
一
人
小
林
氏

(甚
兵
衛
家
)
の
退
転
を
み
た
こ
と
は
'
才
覚
金
の
名
目
に
よ
る
貢
租
の
先
納
が
'
町
役
人
ク
ラ
ス
に
才
覚

能
力
以
上
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
'
旧
来
の
門
閥
的
町
民
の
退
潮
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡

そ
れ
で
は
'
才
覚
能
力
を
有
す
る
領
民
と
は
'
如
何
な
る
経
済
的
基
盤
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(功
岡
)



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

註(
1
)

金
二
百
両
の
御
頼
金
の
内
訳
は
'
寺
町
八
･
大
町
六

･
七
間
町

.

五

･
新
屋
町
四
･
横
町
三
･
新
田
町
五
の
計
三
一
人
に
対
し
て
割

当
て
ら
れ
'
そ
の
最
高
額
は
1
二
両
'
最
低
額
は
三
両
二
歩
と
な

っ
て
い
る
｡

(
2

)

天
災
に
も
拘
ら
ず
生
じ
る
米
価
安
が
'
何
に
由
来
す
る
か
は
'

1

考
を
.m
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(
3
)

｢御
用
留
｣
寛
延
三
年

1
二
月

1
0
日
か
ら

1
四
日
迄
の
記
事

に
よ
れ
ば
'
同
月
領
主
の
任
官
費
用
と
し
て
二
百
両
の
才
覚
を
町

.

方
三
〇
名
へ
依
頼
し
た
と
こ
ろ
'
い
ず
れ
も
御
断
り
の
訴
訟
に
罷

出
'
各
-
人
宛
説
得
を
う
け
'
御
請
仕
る
者
あ
り
不
仕
者
あ
り
'

･
御
請
不
仕
者
六
名
は
閉
門
を
命
じ
ら
れ
て
お
i
.
度
重
な
る
才
覚

金
の
徴
集
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
随
を
示
し
て
い
る
｡

(
4
)

近
世
庶
民
史
料
調
査
委
員
会

『
近
世
庶
民
史
料
所
在
目
録
』
第

1
輯

1
〇
六
貫
｡

(
5
)

嗣
堂
金
の
借
入
に
つ
い
て
は
'
十
年
後
返
済
の
静
に
つ
き
江
戸

の
満
願
寺
か
ら
在
地
へ
宛
て
た
督
促

1
件
の
記
録

(
｢御
用
留
｣
宝

暦
十
年
八
月
十
二
日
の
条
)
に
よ
れ
ば
'
当
時
こ
の
郷
倍
証
文
の

作
成
に
当
っ
て
は
'
洋
の
役
人
が
満
願
寺
の
家
老
を
伴
っ
て
来
地

'
町
方
郷
方
の
庄
屋
与
頭
長
官
姓
三
人
づ
つ
召
出
し
'
請
印
を
微

そ
う
と
し
た
が
'

｢百

二
お
ゐ
て
騒
動
致
'
悉
馳
中
了
簡
不
仕
'
□
八
月
十
四
日
御
屋
敷

籍
)カ
ロ
外
聞
も
相
障
侯
二
付
右
之
証
文
印
形

出
来
不
仕
'
然
ハ
金
千
九
百
両
之
金
子
御
用
立
不
申
'
町
年
寄
丙

九
二

人
御
用
達
三
人
割
元
五
人
印
形
御
頗
被
遊
侯
得
共
'
百
姓
7
倍
不

致
侯
印
形
二
御
座
候
得
ハ
容
易
二
何
れ
も
御
請
不
申
侯
､
伽
而
香

春
証
文
御
法
被
成
侯
間
'
印
形
致
呉
侯
様
二
無
拠
御
頗
被
遊
侠
二

付
何
れ
も
無
是
非
印
形
仕
差
上
申
供
｣
と
'
そ
の
間
の
事
情
を
説

明
し
て
い
る
｡

(
6

)

｢御
用
留
｣
宝
暦
九
年
九
月
二
l
日
の
条
に
｢銭
座
之
者
昆
出
'

越
中
筋
銭
高
直
二
付
当
地
之
銭
殊
の
外
買
取
出
銭
二
俣
得
ハ
'
至

而
町
方
銭
う
り
商
売
井
旅
人
の
指
支
こ
も
罷
成
り
侯
間
'
暫
旅
出

之
銭
御
停
止
侯
様
｣
町
年
寄
を
介
し
て
申
告
し
'
即
日
旅
出
銭
停

止
の
触
流
し
を
み
て
い
る
｡

(
7
)

｢徳
川
禁
令
考
｣
第
三
九
章

〔
二
一
四
六
〕

(
8
)

町
年
寄
小
林
家
文
書
中
の
'
石
代
相
場
書
上
に
関
す
る

｢諸
用

留
｣
に
畜
類
作
成
過
程
が
詳
記
さ
れ
て
い
る
｡

(
9
)

｢御
用
留
｣
天
明
六
年
五
月

一
八
日
に
は
'
根
知
谷
八
ケ
村
の

農
民
が
月
割
金
受
諾
を
不
股
と
し
て
'
剖
元
歌
川
衛
門
治
宅
へ
強

談
に
及
ん
だ
記
事
を
載
せ
て
い
る
｡

(
10
)

米
直
段
換
算
率
は
､
同
年
の
大
横
零
に
よ
る
(第
15
表
A
参
照
)

(
n
)

才
覚
加
談
人
任
命
の
始
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
'
増
員
の
例
と

し
て
は
'
文
化

一
四
年

一
二
月
七
間
町
八
木
藤
右
衛
門

･
大
町
猪

又
八
郎
右
衛
門

･
七
問
町
小
山
茂
三
郎
･
新
田
町
猪
又
吉
五
郎
の

四
名
は
陣
屋
に
召
出
さ
れ
'
郡
代
か
ら
御
出
入
を
仰
付
け
ら
れ
'

｢御
金
才
覚
方
町
年
寄

へ
加
談
致
し
可
申
｣
こ
れ
に
よ
り
御
扶
持

方
弐
人
扶
持

･
苗
字
御
免
､
御
吉
凶
の
節
の
動
向
は
割
元
惣
代
同



様
､
惣
代
順
席
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
る
｡

(
12
)

本
資
料
は
'
文
政
二
年
御
用
金
の
賦
課
に
反
持
し
て
起
っ
た
窮

川
騒
動
の
際
'
出
訴
人
吟
味
の
口
書
に
'
御
用
金
の
上
納
が

｢町

年
寄
剖
元
加
談
人
共
.b
出
金
之
利
金
二
斗
相
成
'
御
用
こ
も
撞
立

率
存
供
'
其
上
他
所
才
覚
卜
申
儲
御
座
侯
待
井
'
私
共
右
評
偽

(才
覚
加
談
人
仲
間
の
会
合
の
意
)
之
席
江
も
不
掲
出
侯
儀
故
'

右
金
子
他
所
才
参
侯
哉
否
哉
疑
敷
率
存
侯
｣

(御
風
記
念
館
所
蔵

｢郷
土
史
料
｣
の
う
ち
)
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
'
領
民
の
疑
惑
の

的
と
な
っ
た
松
山
氏
が
'
町
年
寄
罷
免
後

釈
明
材
料
と
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
｡

(13
)

第
一
七
表
中
○
印
を
付
し
た
安
永
九
年
の
越
訴
人
と
は
'
従
前

端
境
期
の
四
月
か
ら
八
月
迄
の
沖
の
口
入
米
に
つ
い
て
は
免
税
阻

匿
が
と
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
'
領
主
米
不
捌
の
理
由
を
以
て
'
同

期
間
中
も
米
-
石
に
つ
き
銀
三
匁
を
課
徴
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
'

こ
れ
に
不
満
を
持
つ
町
民
五
三
名
が
江
戸
員
数
へ
越
訴
に
及
ん
だ

時
の
参
加
人
を
指
す
｡

四

文
化

二

年
に
催
さ
れ
た
御
頼
母
子
講
の
際

に
は
'

石
高
の
比
重
の
上
で
は
糸
魚
川
全
領
の
1
0
こ
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
糸
魚
川
町

が
'
講
金
総
額
の
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
弱
を
負
担
し
て
い
る

(第
一
六
表
参
照
)｡
試
み
に
そ
の
際
の
町
方
に
お
け
る
金
主
層
に
つ
い
て
知
り

得
る
と
こ
ろ
を
表
示
し
た
も
の
が
'
第

一
七
表
で
あ
る
｡

純
然
た
る
農
村
の
場
合
と
は
異
な
り
'
個
々
の
町
民
の
持
高
の
多
寡
が
'
再
生
産
の
実
態
の
上
で
ど
の
程
度
に
拘
わ
り
評
価
す
べ
き
か

は
疑
問
で
あ
る
が
'
ほ
か
に
拠
る
べ
き
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
の
で
'
金
主
眉
の
町
内
で
の
土
地
保
有
の
位
置
づ
け
を
行
な
う
た
め
'

糸
魚
川
町
の
持
高
構
成
を
み
て
み
よ
う
｡

糸
魚
川
八
ケ
町
を
通
じ
て
'
全
町
民
の
持
高
構
成
を
知
り
得
る
の
は
'
安
永
七
午
(
一
七
七
八
)
と
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
の
五
人
組
高
帳

(小
林
家
文
番
)
で
あ
る

(第
一
八
表
)0

も
ち
ろ
ん
'
史
料
の
性
質
上
'
町
内
限
り
の
持
高
で
'
当
然
予
測
さ
れ
る
周
辺
農
村

へ
の
越
石
分
を
含
ま
な
い
か
ら
'
保
有
地
規
模
の

(1
)

実
態
を
示
す
と
は
限
ら
ず

'

ま
た
共
計
の
過
程
で
'
水
春
眉
の
中
に
は
町
抱

･
地
借

･
家
倍

･
店
倍
の
区
別
が
存
し
'
身
分
は
居
町
で
水

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

九
三



第17表 文化11年御頼母子講町方金主別表

金 _主 名 割当.金額 安永7年持 高 違政5蓋
家 職× 松 山 清右衛門 両350 石24.1893 石36.4755(町年寄.御内御用達兼
育)(酒造カ)○ 池 原 仁左衛 門 250 29.9368 43.

4100溺 熟 議熟 慮 ,伝○ 井 合 事左荷門 250 39

.7640 63.4669網船〇 七間町三郎右衛門 125 7.

3102 29.8653 (根知谷割元カ)大 町 八貞B右衛円 125 ? 22.19171.1610想船,信州商売(文化14年新加談人)(御内御用達加談.割元)×〇 七 間

町六 三 郎 100 0.2227′′
茂 三 郎 100 ?A×○ 鉄抱町甚五右衛門 100

1.1575大 町 源右衛 門 100 ? 21.2936

廻船 (紺屋?)新屋町紋右衛門 100 1.0707 6.2853請買鉛 (船宿カ

)新 田町書 五 郎 85 0.1012 6.7173四十

物師,信州商売(文化14年新加談人)○ 大 町 五 兵 衛 75 8.

9442 21.5773網船.四十物師小 林 九郎左衛門 50 56.2576 16.8355

(町年寄)酒造横 町 元 之 丞 50 61.94

68 83.9228酒造〇 〝 惣 次 郎 50

? 28.5700信州商売寺 町 幸左衛門 50

0.1837 5.1319廻船新 田 町喜兵衛 35 1.35

42 0.7510信州商売横 町 仁 兵 衛 35 7.0631 29.9858請買鉛

七間町長左衛門

外ニ町年寄両人
引請分

35

100

?

A

13.
56



第18表 糸魚川8ケ町持高構成

持 高 安 永 7 女 政 5(1778) (18

82)80石以上60.}8040-6020- 4010- 20 1…卜

1童子265- 101- 5 ::)8

7 ……).700.5.} 10.1.}0.50.1以下 :……)379 ;≡ ト 7

高 持 計 493

543水 春 計 4

91 580総 計 984 112

3註.各自町民の居町分と他町で の 忠持高(必

石分)を合計した数字に払っ
ている.

春
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
て
も
'
他
町
に
保
有
地
を
有
す
る
も
の
'

地
借
入
で
店
借
入
を
有
す
る
者
'
更
に
本
百
姓
と
し
て
認
定
さ
れ
な

が
ら
'
居
町
に
高
話
地
を
持
た
ず
'
他
町
に
越
石
分
の
み
を
有
す
る

者
等
々
満
っ
て
'
身
分
は
百
姓
で
あ
っ
て
も
'
農
業
生
産
以
外
の
比

重
が
高
い
町
民
の
再
生
産
構
造
は
'
複
雑
で
把
握
し
難
い
｡
土
地
保

有
の
評
価
に
疑
問
が
残
る
以
上
'
階
層
区
分
の
設
定
の
基
準
も
陵
昧

で
あ
る
が
'
数
字
の
上
で
指
摘
で
き
る
こ
と
は
'
安
永
度
と
文
政
度

と
の
五
十
年
足
ら
ず
の
間
に
'
総
戸
数
に
し
て
二
二
九
戸
'

一
割
以

上
の
増
加
を
来
し
て
お

り
'

一
-
五
石
屑
の
減
少
と
'

1
石
未
満
及
び
水
呑
層
の
増
加
が
目
立
ち
'
上
層
部
へ
の
土
地
集
中
が
認
め
ら
れ

る
｡
従
っ
て
水
呑
層
の
増
加
が
都
市
内
部
に
お
け
る
階
層
分
化
の
結
果
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
'
そ
れ
が
直
ち
に
戸
数

増
加
の
理
由
を
説
明
す
る
も
の
と
は
い
い
難
く
'
む
し
ろ
t
よ
り
多
く
島
村
に
お
け
る
土
地
喪
失
者
の
都
市
へ
の
流
入
を
想
定
せ
し
め
る

の
で
あ
る
｡
利
子
付
先
納
の
制
度
が
'
そ
の
金
主
眉
に
土
地
集
積
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
収
奪
米
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら

な
い
｡
そ
し
て
才
覚
金
を
引
換
と
す
る
貫
納
米
の
大
量
所
有
が
'
土
地
集
中
に
よ
る
年
貢
余
剰
米
の
処
分
を
有
利
と

す
る
条
件
と
な
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
｡

金
主
眉
の
家
職
に
つ
い
て
は
'
同

一
時
期
の
職
業
構
成
を

一
覧
し
得
る
資
料
を
見
出
せ
な
い
ま
ま
'

｢御
用
留
｣
の
記
事
な
ど
で
散
見

し
得
た
と
こ
ろ
を
注
記
し
た
も
の
で
'
不
正
確
の
讃
ク
は
免
れ
な
い
が
'

1
瞥
し
た
と
こ
ろ
'
大
高
持
に
酒
造
が
多
い
ほ
か
'
廻
船

･
請

買
船

･
信
州
商
売
と
'
他
領
域
と
の
交
易
に
黙
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
｡
ま
た
網
船
に
し
て
も
'
信
州
向
商
品
の
大
宗
が
塩

の
ほ
か
塩
魚
な
ど
の
梅
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
'
大
町
五
兵
衛
の
四
十
物
師
兼
業
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
'
信
州
商
売
と
あ
な

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

が
ち
無
縁
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

た
だ
こ
こ
で
信
州
商
売
と
称
す
る
者
の
中
に
'
近
世
初
頭
か
ら
信
州
出
入
荷
物
に
つ
い
て
の
特
権
問
屋
と
し
て
の
印
象
の
濃
い
信
州
問

屋
の
名
前
が
見
当
ら
な
い
こ
と
に
疑
問
が
残
る
｡

信
州
問
屋
に
つ
い
て
は
'
寛
政
七
年
信
州
問
屋
の
一
人
町
沢
氏
の
記
録
に
な
る

｢信
州
問
屋
由
来
記
鑑
｣
が
残
さ
れ
て
い
る
｡
同
書
に

ょ
れ
ば
'
慶
長
九
年
五
月
春
日
山
城
主
堀
氏
か
ら
糸
魚
川
町
に
信
州
問
屋
六
軒
が
指
定
さ
れ
'
山
口
･
虫
川
両
番
所
の
通
過
荷
物
に
つ
い

て
は
'
信
州
問
屋
の
手
形
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
'
続
い
て
同
氏
の
時
代
に
両
関
所
出
荷
物
壱
駄
に
つ
き
銀
五
分
宛
の
駒
の
ロ
を
取
立
て

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
｡
信
州
出
荷
物
に
対
す
る
統
制
の
初
見
で
あ
る
が
'
信
州
問
屋
は
出
入
荷
物
の
手
形
の
発
行
と
役
銀
の
徴
収
を

掌
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡
前
期
の
信
州
出
入
荷
物
の
品
目
に
つ
い
て
は

｢倍
府
統
記
｣
中
に
'
信
濃
側
の
口
留
番
所

で
あ
る
千
国
番
所
の
寛
永
年
中
の
運
上
銀
取
立
の
記
事
が
載
せ
て
あ
る
も

当
番
所
入
ル
物
塩
並
肴
ノ
類
何
ニ
チ
モ
運
上
ヲ
取
ル
定
法
ア
リ
'
但
鉄
ノ
類
運
上
取
ラ
ス

ハダ
カ
ウ
マ

出
ス
者
女
ハ
町
奉
行
手
形
ニ
テ
通
ス
'

喝

ハ
通

ル
コ
ト
ナ
シ
'
穀
物
ハ
百
姓
商
人
越
後
へ
出
ス
ハ
運
上
ヲ
取
ル
'
代
官
直
掃
ノ
分
ハ

関
所

へ
手
形
ヲ
遣
ス
ニ
付
運
上
ナ
シ
t
.麻
荷
物

ハ
大
町
池
田
組
ノ
分
大
町
問
屋
三
郎
右
衛
門
善
兵
衛
七
左
衛
門
三
人
ト
シ
テ
荷
物
二

認
'
商
人
三
波
シ
'
右
ノ
三
人
ヨ
リ
送
り
手
形
ニ
テ
当
町
問
屋
七
郎
左
衛
円
手
形
二
町
奉
行
裏
判
シ
テ
出
ス
'
千
国
番
所
ヨ
リ
彼
方

小
谷
ヨ
リ
越
後
へ
出
ス
麻
荷
ハ
小
谷
ノ
庄
屋
吉
右
衛
門
猪
右
衛
門
佐
右
衛
門
勘
兵
衛
半
右
衛
門
五
人
ト
シ
テ
改
メ
運
上
取
り
上
ル

と
し
て
'
塩

･
穀
物

･
肴

(
一
〇
種
)
に
つ
い
て
税
率
の
公
定
を
行
な
っ
て
い
る
｡

西
廻
航
路
開
通
以
前
に
於
て
は
'
信
濃
国
の
非
自
給
物
資
で
あ
る
塩

･
肴
類
の
糸
魚
川
か
ら
の
入
荷
は
'
糸
魚
川
地
廻
り
及
び
能
登
周

辺
を
産
地
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
鉄
に
つ
い
て
は
課
税
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
が
'
享
保
期
の
新
屋
町
の
明
細
帳
の

｢若
州
よ
茶
'



鉄
の
観
取
寄
居
売
｣
の
記
事
と
符
合
す
る
b

延
宝
三
年
'
高
田
溶
城
代
小
栗
氏
の
役
銀
引
上
げ
を
'
西
廻
航
路
開
通
後
に
促
進
さ
れ
た
瀬
戸
内
塩
業
地
帯
の
展
開
に
よ
る
西
塩
の
流

入
を
憶
測
す
る
の
は
速
断
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い
が
'
瀬
戸
内
塩
業
地
帯
の
う
ち
'
比
較
的
早
期
に
そ
の
展
開
を
み
た
竹
原
に
於
て
'

(2
)

正
徳
二
年

(
一
七
】
二
)
の
廻
船
端
数
行
先
積
荷
等
書
上
に
'

｢右
之
船
当
年
北
国
越
中
米
相
調
'
少
々
運
貸
請
合
米
横
合
'
直
二
大
坂
へ

積
登
り
大
坂
二
而
売
払
申
供
'
年
二
寄
り
弐
度
北
国
へ
下
り
申
儀
も
御
座
侯
'
下
り
荷
物
大
形
塩
積
下
り
申
侯
'
登
り
荷
物
北
国
米
同
大

豆
干
鰯
等
横
合
罷
登
り
'
大
坂
又
ハ
尾
道
二
両
売
払
申
儀
も
御
座
候
'
時
分
こ
よ
り
所
へ
穏
戻
り
売
払
申
侯
儀
も
御
座
候
｣
と
あ
っ
て
'

正
徳
期
に
は
西
塩
流
入
の
可
能
性
を
裏
付
け
て
く
れ
る
｡

た
だ
し
'
信
州
へ
の
交
通
路
の
分
岐
点
と
し
て
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
糸
魚
川
で
は
あ
る
が
'
港
湾
と
し
て
の
地
形
的
条
件
を
備
え
て

い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡

第19表 安永10年糸魚川町持船明細

乗組人員船 数 船

役 銀米5石積 1般当リ 2
1般当リ

2 3匁86′′7 ′′ 3 1
′′10′′ 2-3

9′′13′′ 3 1

′′15′′ 3

5)8&7i
′′20′′ 42
′′30′′61

船数計l21

当
浦
に
は
船
掛
り
之
間
は
無
御
座
候
'
尤
浦
々
に
商
船
売
船
取
持
罷
在
侯
分
は
'
当
所

陸
地
に
囲
入
'
又
は
泉
州
佐
野
浦
井
越
後
蒲
原
郡
新
潟

湊
等
こ
も
年
々
廻
船
之
都
合
二

寄
額
田
仕
'
出
船
之
節
は
日
和
見
定
出
船
仕
侠
事

と
は
'
天
保
九
年
幕
府
巡
見
任
の
案
内
役
を
勤
め
た
町
庄
屋
の
手
控
の
記
事
で
あ
る
(｢町

史
稿
本
｣
所
収
)｡
尤
も
こ
の
記
録
は
幕
末
の
も
の
で
あ
っ
て
'
中
期
の
廻
船
は
小
廻
船

･
請

買
船
と
呼
ば
れ
'
主
に
能
登

･
越
中

･
新
潟

･
直
江
津
辺
り
を
往
復
す
る
程
度
の
小
規
模
な

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
天
保
期
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
上
方
と
直
結
す
る
形
で
の
遠
隔

地
商
業
の
発
展
期
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
'
安
永

一
〇
年
正
月

(
】
七
八
一
)
の
船
札

書
上
で
は
糸
魚
川
町
の
廻
船
数
は
二
1
般
'
そ
の
規
模
は
三
〇
右
横
六
人
乗
り



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

九
八

(3
)

玉
石
積
二
人
乗
り
が
最
小
規
模
で
あ
っ
た
｡
当
時
の
廻
船
の
商
業
活
動
は
'
安
永
八
年
九
月
入
米
の
津
留
が
行
な
わ
れ
た
際
に
提
出
し
た

廻
船
業
者
の
願
書
に
説
明
さ
れ
て
い
る
｡

｢私
共
儀
越
中
能
登
両
野
江
年
中
信
州
才
買
出
侯
麻
煙
草
'
右
之
国
々
廻
船
二
両
売
付
'
彼
方
才
諸
四
十
物
買
取
'
差
別
代
金
之
残

金
ハ
前
々
･qa秋
米
引
替
来
'
商
売
鉢
相
応
こ
も
取
続
来
侯
処
'
去
年
秋
荒
後
口
､､無
御
座
侯
所
'
両
町
年
寄
所
才
九
十
月
麦
稗
之
類

ま
て
聖
人
津
御
留
メ
ニ
付
'
無
是
非
去
秋
之
取
代
米
越
中
筋
之
手
寄
二
預
ケ
置
'
当
夏
上
方
辺
江
積
登
七
侯
所
'
過
半
乏

損
分
相

立
'
甚
迷
惑
仕
侯
｣

信
州
産
の
麻

･
煙
草
類
を
買
付
け
'
越
中

･
能
登
で
売
り
'
代
金
の
1
部
を
其
地
の
梅
産
物
と
米
の
仕
入
に
充
て
て
い
た
こ
と
が
判
る
｡

そ
の
交
易
品
は
他
償
産
物
の
販
売
で
あ
り
'
漠
然
と
米
の
移
出
国
と
認
識
さ
れ
る
越
後
の
う
ち
に
あ
っ
て
'
こ
の
地
が
上
方
筋
へ
廻
送
さ

れ
る
北
陸
米
の
1
部
を
返
り
荷
と
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
｡
も
っ
と
も
商
況
の
如
何
に
よ
っ
て
は
上
方
辺
り
ま
で
足
を
伸
ば
し
得
る

程
度
の
廻
船
業
の
成
長
が
既
に
芽
学
兄
て
い
た
こ
と
が
'
願
書
の
文
面
か
ら
窺
わ
れ
る
｡

糸
魚
川
藩
に
お
い
て
寛
些

二
年
(
一
七
九
一
)
に
行
な
わ
れ
た
船
役
銀
の
引
上
げ
は
'
課
税
の
基
準
と
な
る
船
体
の
規
模
を
'
従
束
の
三

〇
石
止
り
か
ら
三
九
右
横
迄
に
大
き
く
L
t
更
に

｢右
石
数
よ
り
石
高
之
船
出
来
侯
は
'
右
割
合
を
以
役
銀
取
立
可
申
侯
｣
と
但
書
を
附

し
て
い
る
こ
と
は

(第
二
〇
表
参
照
)､
西
廻
航
路
に
よ
る
北
前
船
の
発
展
に
付
随
す
る
形
で
の
廻
船
業
が
'
遠
航
に
耐
え
得
る
程
度
に
船

(4
)

第̀20表 寛政3年船

役銀課税基準表

積 石 数 棒 銀

荘 重…三;

25-29//

㌢30.-34//

3̀5･-39//

体
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
･fl
O.

享
和
元
年

(
一
八
〇
こ
八
月
'
年
々
課
税
品
目
を
追
加
し
来
っ
た
糸
魚
川
の
出
入
荷
物
に
つ

い
て
t
全
面
的
な
課
税
基
準
の
公
示
を
行
な
っ七

い
る
の
も
'
こ
の
間
の
事
情
を
裏
付
け
る
も

の
と
い
え
る
｡
そ
れ
以
前
に
も
松
平
氏
入
封
の
享
保
以
降
'
沖
ノ
ロ
･
両
関
所
に
於
て
取
立
て

た
関
税
の
1
苗
改
定
は
'
1F
茎

二
年
(
一
七
三
八
)
･
延
等
元
年
(
一
七
四
四
)
･
寛
延
元
年
(
一
七
四



第21表A 糸魚川出入荷物役銀課目表

品 名 山口.虫Jtt関所入荷課税率 両関所入荷運.上銀

額元文3l延事1寛延1匡和1 嘉

永2l%負作物 銀 匁 成文

奴 匁 銀 匁 銀 匁大 豆 1石 2.50 50

1.50 82.36小 豆 /′ 2.50 50 1.50 えん豆6.07

髭.秤.蕎麦.麻種.芋 1.30 23.55茶実.干瓢 .木綿 1コ.

2.30 050布反物4

.50濁詣玉 1コ 0.20干大根 〝 0.50たばこ 100斤入 酒 1駄虫汲 10〆日

品 綱(運上銀額′ト計) 2.50 50 1.500.501.501.50加工原料 麻 苧 10〆目くり綿 1本12〆日(運上銀額小計) 2.503.30 5070 2.3

010〆日2.00 1:5010′日2.00 119.25475.90595.15局林産敬
′ト羽板 1駄歪地姦脚駄.柑 1駄′′か ず(運上銀額小計) 0.300.300.15

0.80其他 硫 黄 1駄諸 荷 〝博労馬 1
疋 0.50(運上銀額小計) 30 0.30 0.6

00.65 圭両関所入荷運上銀総計

4265-72巨00.0品 名 山口.虫川関所出荷課税率 両関所出荷

逓 上銀額元文3l延事1寛耗1孝和1 -■●

塩1駄

緒荷′′

博労馬1疋

1
.
15

1
.
3



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

品 名 沖ノ口入荷役銀課税率 沖ノ口入荷運 上銀

額元文3延享1寛延1匪和1

寡永2 %負産物 穀 米1石 (9月-3月) 銀 匁6.50銭 文400鋲 匁5.00鋲

匁0.10銀 匁 1.3大豆.小豆1石 2.5

0 100 2.00 71.94類

麦.秤.蕎麦1石 0.60 30 0.30他

薩摩芋(運上銀額小計) 2.2074,94加工｡PJ)酒 1斗 1.705.001.25 8015050 1.703.000.75

1.50 (30.0)41.1節 ′′ 0.

20醤 油 0.40 9.60干

菓子 1コ 0.10砂糖類 1コ蜜 1頼

棄 缶 1コ煎 茶 1本70斤入

若狭茶 喜芳昌夫丹後 .佐渡 .村上茶1斗

庄内.玄古煙草60斤入1コ

0.35面 太 0.752128.61

燈 油 1斗 0.50 32.00

岨 10〆日 3.00薬 種

0.65 68.90反魂丹 0.45 204.00

(運上銀額′ト計) 2915.10加 麻 10〆目 2.50 10〆日 10〆日 6′日

)228.00 5.5i原 くり綿 1本12〆日真 綿 10〆日 3.301.10 7050

2.000.6



塩 1俵 0.10 921

.90諸干 .塩魚 1コ 1.00 40 0.60 0.60

953.40水 加 割 鰯 〝 0.50 30 0
.3010.30

塩 鰯 〝 0.20産 鯨 1樽 0.85 30 0.50工 いご昆布 1コ 0.15 5 0.1

0 0.10 ll.004.45駄昆布 ′′ 0.100.600.300●601昆布数の子

にしん613.40

虹節20.

202524.35 35.6物 品 千鳥城 〝干 鱈 〝塩 蜘 /′(運上

銀駁小計)林紘産 半加
小 羽 板 100坪 40 0.60

2.00 102.00 2.0加 鍛 冶 炭 10俵

1.30原 料 鉄 1コ

1.00 0.60物 加 石炭(石灰カ)10院 0.35 42.71(運上銀駁小計) 144.71小間物 加工｡nP

′ト間物 .植荷 1コ 0.90激戸物 .唐津類 1コ椀 荷 45 0.55 0.550.300.2

0 122.00174.1541.60杉薯傘折数等取合荷 0.30菅 笠 100蓋 0.50小松表 1束 0.30氷見表 〝 0.20

雑栄PPP
縁取呉座 〝四方呉座 〝琉球安 〝甚長悲 10束 0.200.100.200.20 6

44.88備後表 1末 0.

40蛋.鎌共鍋 l° 0.25 15 0.1 0.15 38.40

仏具
〝
0.
602.40



沖ノロ出荷役銀課税率

元文3桓享1匪延1桓和1

沖ノロ出荷
運上銀額

嘉1.I:Ii-;

穀玩他 米 1石 9-3月大豆.′ト豆 .1石其他 (量糸苧還 ,.豆&苧干(運上銀額小計) 銀….憩 ホ 匁12-7212.72

3.0加工lコ味 吟二1桶 (1斗入)たばこ チ00斤早川たばこ ′′油 藩 Ll俵20〆日 l 2.500.46 描 l 1.00lfこぬか52.852.
25I 13.4J=口 (運上銀額小

計) 56.+0加 油 程 1石 1.10

50 0.65 金引玉苧 J54.5エ 麻 10〆日

2.50 100 2.00 2.00

199.60局 濁務玉 1俵 b.30 28.50

料 (運上銀額小計) 228.10

塩1駄

干鰯10俵

魚骨干同べと
粕
10コ

四十物1コ
(運上銀街′ト計)

林

産

物

木

木

類

板

羽垂材板慣小津炭

0

0

0

0
0

3

5

5

5
0

0

2

3

0



八
)
Q
.三
次
に
亘
っ
て
い
る
が
'
第
二
一
表
A
に
見
ら
れ
る
通
り
'
最
終
的
な
改
定
を
行
な
っ
た
享
和
元
年
ま
で
の
問
に
'
品
目
数
の
上

で
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
｡
同
音
の
流
通
政
策
が
奈
辺
に
存
し
た
か
は
勿
論
時
代
差
が
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
'
宝
暦

1
1
年

(
1
七
六
〇

七
月
上
方
仕
入
商
売
を
行
な
っ
て
い
た
細
物
屋

(小
間
物
屋
)
三
名
が
'

｢近
年
諸
方
ぶ
諸
商
人
入
込
'
共
上
高
田
辺
よ
り
油

･
元
結
之
板
野
敷
致
持
参
'
為
差
直
段
高
下
も
無
御
座
候
得
共
'
色
々
弁
舌
ヲ
以
売
弘
侯
得
ハ
'
自
然
と
広
売
減
少
仕
'
小
売
座
迄
及
衰

微
難
儀
至
極
奉
存
侯
'
然
共
年
中
御
差
留
被
下
侯
市
も
差
支
等
御
座
侠
ハ
1
是
又
迷
惑
二
奉
存
侯
二
付
'
御
慈
悲
ヲ
以
盆
前
極
月
二
季
御

指
留
被
成
下
俵
て
難
有
仕
合
奉
存
侠
｣
と
厩
出
た
と
こ
ろ
'

｢如
此

一
己
之
小
利
ヲ
以
商
売
交
易
之
道
を
弁
す
口
細
之
儀
申
立
'
所
之
股

を
憎
,,(雄
ふ
は
却
而
糸
魚
川
町
之
衰
綾
を
招
-
に
似
た
る
へ
L
t
只
売
買
之
道
ハ
広
大
二
心
得
'
不
食
高
利
し
て
万
事
穏
和
に
無
差
文
相

励
可
申
事
｣
と
却
下
さ
れ
て
い
る
1
事
に
代
表
さ
れ
て
い
る
と
思
う
｡
こ
れ
は
領
外
交
易
に
'
さ
し
た
る
自
街
産
物
を
持
た
な
い
小
規
模

大
名
領
の
一
般
的
な
姿
勢
で
は
な
か
っ
た
か
｡
た
だ
事
和
元
年
の
課
税
目
安
の
う
ち

一
見
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
'
従
前
洋
当
局
の
最

大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
移
入
米
が
'
沖
ノ
ロ
課
税
の
対
象
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
も
っ
と
も
そ
れ
以
前
'

一
時
期
を
除
け

第21表B 寡永2年出入荷物

役銀仕訳表

ぱ
端
境
期

(
四
月
か
ら
八
月
)
の
移
入
米
に
つ
い
て
は
免
税
持
田
が
と
ら
れ



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
熊
(鶴
岡
)

】〇四

八
四
九
)
分
の
運
上
銀
額
(｢諸
運
上
銀
納
仕
上
留
帳
｣
小
林
家
文
書
)
に
よ
っ
て
み
る
と
'
信
州
方
面
及
び
日
本
海
方
面
と
の
出
入
荷
物
の
比

率
は
'
信
州
へ
の
出
荷
が
五
七
･
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
そ
の
過
半
を
占
め
'
入
荷
は
そ
の
約
四
分
の
一
'
ま
た
沖
ノ
ロ
か
ら
の
入
荷
が
二
四

･
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
'
出
荷
は
僅
か
に
一
･
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
著
し
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
｡

信
州
出
荷
物
の
内
訳
は
塩
と
諸
荷
が
三

1
･
七
対
六
八

･
二
の
割
合
で
あ
り
'
諸
荷
の
内
容
は
詳
か
で
な
い
が
'
恐
ら
く
塩

･
干
魚
類

を
主
体
と
す
る
混
載
荷
と
思
わ
れ
､
沖
の
口
入
津
役
銀
の
三
五
･
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
水
産
加
工
物
が
'
信
州
出
荷
物
の
大
宗
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
る
｡
入
津
品
の
う
ち
水
産
加
工
品
に
匹
敵
す
る
の
は
面
太

(
木
綿

･
古
手

･
同
貫
綿
類
'
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
)
を
含
む
農

産
加
工
品
四

一
･
一
パ
ー
セ
ン
ト
､
つ
い
で
特
産
地
加
工
品
で
あ
る
日
用
雑
貨
類

1
四

･
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
'
残
る
八

･
七
パ
ー
セ

ン
ト
の
う
ち
'
約
五
･
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
農
産
加
工
原
料
品

(麻

･
く
り
綿

･
真
綿

･
藍
玉
'
油
種
)
で
'
信
州
人
荷
物
の
う
ち
の
加
工

原
料
品

(麻
二
･
八
'
-
り
綿

二

･
二
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
合
わ
せ
て
も

(
ま
た
麻
に
つ
い
て
は
沖
の
ロ
出
荷
晶
の
中
に
も
見
え
て
い
る

か
ら
)
'
糸
魚
川
の
加
工
部
門
の
比
重
は
極
め
て
低
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

沖
の
口
大
津
畳
及
び
信
州
出
荷
物
の
過
重
と
'
信
州
入
荷

(
う
ち
'
た
ば
こ
五
四

･
六
パ
ー
セ
ン
ト
)

･
沖
の
口
出
荷
の
僅
少
と
い
う

事
態
は
'
糸
魚
川
周
辺
の
地
廻
り
市
場
の
存
外
な
拡
が
ク
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
享
和
元
年
以
前
に
は
沖
の
口
入
役
銀
の
税
日

中
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
他
国
塩
に
つ
い
て
'
課
税
が
行
な
わ
れ
だ
し
た
の
は
何
時
の
頃
か
判
ら
な
い
が
'
従
融
の
信
州
へ
の
輸
入
塩
の
中

継
地
糸
魚
川
の
変
化
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

周
辺
地
区
へ
の
市
場
の
拡
が
り
を
測
定
す
る
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
が
'
同
年
の
塩
の
大
津
額
を
運
上
銀
額
で
換
算
す
る
と
'
九
二

一
九
俵

(
う
ち
能
生
塩
九
六
二
俵
は
松
本
藩
直
買
分
)
'
南
関
所
出
荷
分
は
約
三
七
二
〇
駄
=
七
四
四
〇
俵
(
1
駄
二
俵
)
と
い
う
数
字
が

得
ら
れ
る
｡
信
州
出
荷
分
の
う
ち
地
塩
の
占
め
る
割
合
は
僅
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
'
大
津
塩
の
約
八
割
が
信
州
へ
の
通
過
量
で
あ
る
｡

因
み
に
近
世
に
於
て
最
大
の
塩
業
地
帯
を
形
成
し
た
瀬
戸
内
の
う
ち
'
広
島
薄
産
出
塩
の
供
給
先
は
文
政
八
年

(
l
八
二
五
)
現
在
'
北



第22表 弘化4年7.-8月他所塩入荷盈

｢他所塩

荘段苔上｣ (小林家文書)による (5)国完

が五〇パーセントであったとされ'北国筋の需要の大きさを示しているが'糸

魚川についてみれば'弘化四年(】八

四七)の入津塩の産地別内訳は第二二表の通り'備後塩が最も多い｡そ
の他の入津晶についての販路を推測する手掛りを当面得られないため'信州側

の需要を測定する材料として天明六年(一七

八六)の今町湊の音上につ

(6)いてみれば

'次の通りである｡今町漢人津諸荷物信越両国捌方仕訳

一塩惣入高之内信州へは九分通差遣

'壱分通頚城郡にて売捌申侯'一銑

之
儀
は
信
州
へ
八
分
'
頚
城
郡
弐
分

一
鉄
之
儀
は
信
州
へ
五
分
'
頚
城
那
五
分

一
茶
三
分
通
信
州
'
七
分
通
頚
城
郡

一
塩
魚

･
干
魚
類
不
残
信
州
へ
差
遣
申
候
'

但
'
内
塩
蛸

･
鯨

･
鰹

･
干
烏
賊
は
弐
分
通
当
郡
に
て
売
捌
申
侯

1
藍
玉
･
干
魚
析
不
残
信
州
へ
差
遣
供
'

1
瀬
戸
物
煩
信
州
へ
八
分
'
当
耶
二

分
'

一
砂
糖
類
三
分
信
州
'
七
分
頚
城
郡

一
材
木
類
不
残
当
部
こ
て
売
捌
申
侯

右
之
通
二
御
座
候
'
此
外
語
品
入
荷
物
五
分
通
り
信
州
'
五
分
通
り
は
当
部
二
而
相
捌
供
'
信
州
之
儀
ハ
何
郡
二
限
り
焼
場
無
之
,

近
世
後
期
に
お
け
る



近
世
後
期
に
お
け
る
1
万
石
犬
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(払
岡
)

10
大

都
て
一
国
へ
差
遣
候
'
晶
こ
よ
り
俵
へ
は
'
上
州
迄
差
出
侯
'
尤
飯
山

･
善
光
寺

･
松
代

･
上
田
･
松
本
辺
之
方
第

一
に
捌
場
所
ニ

て
御
座
候
'
当
国
之
儀
も
頚
城
郡
之
外
刈
羽
郡
に
も
少
々
売
出
債

天
明
六
年
午
五
月

今
町
大
肝
煎
福
永
彦
左
衛
門

同
じ
越
後
頚
城
郡
中
に
あ
っ
て
も
'
直
江
津
と
糸
魚
川
と
で
は
へ
後
背
地
農
村
の
生
産
事
情
を
異
に
L
t
ま
た
文
中
頚
城
郡
完
と
称
さ

れ
る
も
の
の
中
に
'
糸
魚
川
を
含
む
と
思
わ
れ
る
が
'
信
州
向
け
の
諸
荷
と
称
さ
れ
る
も
の
の
混
載
荷
の
内
容
を
暗
示
し
て
い
る
｡

な
お
'
嘉
永
二
年
の
運
上
銀
に
よ
る
検
討
が
'
ど
の
時
限
ま
で
遡
り
得
る
か
'
確
定
は
困
難
で
あ
る
が
'
目
安
と
し
て
糸
魚
川
町
の
流

通
課
税
額
の
時
代
的
変
化
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
(な
お
浮
役
の
課
目
中
'
参
考
と
し
て
舶
役
･
旅
船
脚
役
を
付
し
た
)0

第23表 糸魚川町運上金･浮役金表

註1町年寄｢運上金通｣ (Jト林家文杏)に拠る註2運上金･船役金額は十分-を除いた弧 但し端点は省



後
期
以
後
嘉
永
二
年
ま
で
文
政
期
に
ほ
ぼ
復
し
て
い
る
か
ら
'
化
政
期
迄
は
遡
り
得
る
と
思
う
.

前
に
み
た
文
化

二

年
糸
魚
川
藩
の
収
支
予
算
書

(第

1
五
表
A
)
に
よ
れ
ば
'
流
通
課
税
た
る
町
方
の
運
上
金
は
三
五
〇
両
と
見
込

ま
れ
'
西
浜
領
収
納
金
額
の
約

1
割
を
占
め
る
｡
数
字
の
上
で
示
さ
れ
る
こ
の
一
割
が
'
領
主
経
済
及
び
糸
魚
川
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
｡

運
上
銀
負
担
を
窟
ら
す
同
地
の
廻
船
業
者
の
安
永
期
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
が
'
そ
の
際
既
に
廻
船
業
を
営
ん
で
い
た
御

用
達
池
原
家
に
残
さ
れ
て
い
る
文
化

二

一年
以
降
の
店
卸
帳
に
よ
っ
て
み
れ
ば
'
年
に
よ
っ
て
異
同
は
あ
る
が
､
概
ね
総
〆
高
の
過
半
部

分
が
'
米
の
買
入
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
｡
例
え
ば
文
化

二

一年
(
一
八
一
五
)
に
つ
い
て
み
る
と
'
金
沢
大
聖
寺
宿
で
魚
津
米
を
五

百
両
弐
歩
弐
朱
(約
七
五
〇
石
)
'
新
潟
で
は
九
六
〇
両
弐
歩
で
三
四
三
七
俵
'
越
後
寺
泊
で
は
一
〇
四
九
両
で
四

一
五
〇
俵
'
今
町
で
は

天
飯
米

･
六
万
部
御
蔵
米
等
五
六
二
両
分
'
合
計
金
額
三
六
〇
〇
両
余
の
米
の
買
付
け
を
行
な
っ
て
い
る
｡
同
年
二
月
の
大
坂
に
お
け
る

(7
)

加
賀
米
相
場
は
七

一
匁
九
分
'
四
月
に
は
七
八
匁
六
分
を
記
録
し
て
い
る

が
'金
沢
大
聖
寺
宿
で
買
付
け
た
米
二
百
石
の
代
金
は
二
二
四

両
'
仕
切
表
の
金
銀
相
場
は
六
四
匁

1
分
で
あ
る
か
ら
'
同
地
の
魚
津
米
相
場
は
四
二
匁
四
分
と
な
る
｡
大
量
の
米
の
買
付
け
が
ど
の
よ

う
に
売
捌
か
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
'
上
方
を
対
象
と
す
れ
ば
輸
送
費
そ
の
他
の
雑
費
を
見
込
ん
で
も
'
地
域
的

･
季
節
的
価
格
差
に

よ
る
販
売
益
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

先
進
地
畿
内
と
競
合
す
る
形
で
の
特
産
地
の
地
方
拡
散
が
'
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
'
こ
の
こ
と
は
領
主
米
市
場
と
し
て
の
大
坂
の
他
に
'
納
屋
米
市
場
の
拡
大
を
意
味
す
る
.
つ
ま
り
幕
末
期
に
な
る
と
'
糸
魚
川
海
上

商
人
は
'
そ
う
し
た
納
屋
米

(領
主
米
を
含
め
て
)
流
通
の
仲
介
商
業
を
営
み
つ
つ
'
領
内
へ
の
移
入
商
品
の
買
付
け
と
運
送
を
行
な
う

と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡
さ
き
に
み
た
こ
の
地
の
移
出
入
役
金
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
持
続
さ
れ
得
た
条

件
が
そ
こ
に
あ
り
'
ま
た
か
つ
て
こ
の
町
の
有
力
商
人
で
あ
っ
た
信
州
問
屋
の
弱
体
化
し
て
い
っ
た
原
因
も
'
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
と
思

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

-〇
七



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

わ
れ
る
｡

た
だ
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
地
域
的
分
業
に
拠
り
か
か
っ
た
形
で
の
遠
隔
地
商
業
の
発
展
の
ほ
か
考
慮
し
た
い
の
は
'
地
廻
り
市
場
を
ど

の
程
度
に
評
価
す
べ
き
か
の
問
題
で
あ
る
｡
池
原
家
の
文
化

〓

1年
の
店
卸
勘
定
帳
の
う
ち
'
在
物
〆
高
に
み
え
る
在
庫
米
は
'

1
石
六

二
匁
を
見
込
ん
で
貨
幣
換
算
を
行
な
っ
て
お
り
'
先
に
み
た
魚
津
米
四
二
匁
四
分
と
の
間
に
可
成
り
の
開
き
が
認
め
ら
れ
る
｡

第24表 明治5年糸魚川町職分総計

男l女J計 1 %

7

0

7

9

0

4

7

2

4

0

2

2

1

3

0r;

1

3

6

3

7

胡

48

22

62

7日
H

6

3

4

3

8

9

5

0

4

4

3

8

3

9

4

4

5

61

悶

師

農

商

工

僻

轍

江
戸
時
代
末
期
の
様
相
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
糸
魚
川
町
の
明
治
五
年
職
分
総
計
を
み

る
と
'
雑
業
の
比
重
の
高
さ
が
著
し
い
特
徴
と
な
っ
て
い
る

(第
二
四
表
)｡
雑
業
の
内
容
は
明

ら
か
で
な
い
が
'
明
治
三
年
の
七
ケ
町
明
細
帳
に
み
え
る
町
民
の
余
業
の
記
事
か
ら
推
察
す
れ

ば
'
男
子
の
日
雇

･
手
間
取

･
駄
賃
取

･
浜
稼

･
'
女
子
の
被
雇
仕
事

･
賃
仕
事

･
手
間
奉
公

･
冬
木
錦
織
等
'
交
通
労
働
者

･
加
工
部
門
に
お
け
る
細
民
層
の
労
働
力
の
版
売
を
指
す
も
の

と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
雑
業
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
層
は
'
格
別
特
産
物
を
持
た
な
い

非
商
業
的
農
業
地
帯
領
域
農
村
民
の
広
汎
な
参
加
と
共
に
'
同
地
の
米
市
場
を
形
成
し
た
と
思

わ
れ
る
｡
文
化
七
年
高
田
拝
領
青
梅
村
に
お
け
る
信
州
へ
の
新
道
切
開
計
画
を
妨
事
す
る
糸
魚
川
藩
と
高
田
藩

間
に
確
執
を
生
じ
'
公
儀
よ
り
吟
味
を
受
け
た
際
'
幕
府
の
寺
社
奉
行
所
へ
宛
て
た
信
州
問
屋
の
差
出
書
に
'
新
道
開
通
に
よ
る
糸
魚
川
の
被
害
と

し
て
,
｢誓

叢

扱
ひ
侯
中
買
小
売
人
七
八
拾
人
,
其
外
信
州
江
之
交
易
之
諸
品
商
侯
雛

粁

三
百
人
余
･
右
買
売
之
品
取
扱
致
し
管

雇
之
者
警

人
'
何
れ
も
信
州
江
之
交
易
二
両
渡
世
仕
来
供

(中
略
)
且
又
右
運
送
以
渡
世
仕
来
候
牛
方
井
荷
背
負
人
等
'
糸
魚
川
在
根
知
谷
川
西
谷
之
内
数
百

人
有
之
'
是
又
難
渋
任
侠
｣
(｢膏
梅
村
二
両
新
道
切
開
侯
二
付
御
上
様
よ
り
大
公
儀
表
江
御
達
之
写
一
件
写
J
御
風
記
会
館
所
蔵
郷
土
史
料
の
内
)

と
述
べ
て
お
り
'
信
州
交
易
に
参
加
す
る
諸
商
人
･
運
輸
労
働
者
の
比
重
の
大
き
さ
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
｡



そ
し
て
そ
れ
は
'
町
を
主
体
と
す
る

一
部
の
有
力
領
民
の
年
貢
先
約
の
肩
代
わ
り
に
よ
っ
て
､
領
主
米
に
規
定
さ
れ
た
高
価
な
米
の
販

売
が
'
労
賃
の
支
払
手
段
に
利
用
さ
れ
て
可
能
に
な
る
｡
こ
の
こ
と
は
商
人
資
本
の
生
産
物
の
蒐
荷

-
例
え
ば
干
鰯
な
ど

-
に
際
し
て
も

同
様
な
機
能
を
果
し
得
た
と
思
う
｡

極
く
小
地
域
の
規
模
に
限
定
さ
れ
た
領
主
経
済
の
循
環
は
'
収
奪
の
大
部
分
を
江
戸
の
支
出
に
消
費
し
'
収
奪
の
一
部
を
領
内
に
還
元

す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
か
ら
'
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
の
生
産
力
の
発
展
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
｡
農
業
生
産
力
の
発
展
に
支

え
ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
全
国
的
な
地
域
的
分
業
に
'
間
接
的
に
参
加
し
得
た
の
は
'
中
継
交
通
都
市
的
機
能
で
あ
り
'
周
辺
段
村
の
生
産

力
に
立
脚
し
な
い
米
市
場
を
形
成
し
得
た
わ
け
で
あ
る
｡

米
納
地
代
制
に
基
礎
を
お
い
た
領
主
は
'
そ
の
よ
う
な
都
市
の
上
層
町
民
で
あ
る
才
党
人
眉
に
収
奪
の
一
部
を
分
与
し
っ
つ
'
収
奪
機

能
を
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
そ
の
経
済
を
支
え
て
い
た
の
が
近
世
後
半
の
実
態
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
｡
そ
の
場
合
'
上
層
町
民
が

領
主
の
収
奪
機
能
を
肩
代
わ
り
し
得
た
条
件
が
'
彼
ら
の
階
上
及
び
特
に
海
上
の
仲
介
商
業
に
負
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の

で
あ
る
｡
そ
う
し
た
商
人
の
営
業
の
実
験
や
'
餌
主
の
収
奪
か
ら
の
分
与
が
領
民
の
反
抗
に
あ
う
事
実
な
ど
に
つ
い
て
は
別
稿

に
譲

っ

て
'
こ
こ
に
は
触
れ
ず
に
お
く
｡

註(
1
)

例
え
ば
'
御
用
達
筆
頭
格
の
廻
船
業
者
池
原
家
の
場
合
'
文
政

二
年
の
納
米
小
作
人
附
帳
に
よ
れ
ば
'
根
知
谷
周
辺
の
典
村
分
を

含
め
て
'
小
作
米
高
は
】
五
二
石
六
斗
七
升
三
合
弐
勺
と
な
っ
て

い
る
｡

(
2
)

｢竹
原
市
史
｣
第
四
巻
史
料
編
二
'
六
七
-
六
八
頁

近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

(
3

)

船
体
の
規
模
を
測
定
す
る
船
の
積
載
虫
は
'
課
税
基
準
と
な
る

石
数
と
'
実
桁
石
と
は
可
成
り
の
閃
き
が
あ
る
こ
と
が
'
高
田
藩

領
青
海
村
の
文
化
七
年
番
上
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

(青
梅

町
役
場
編

｢青
梅
-
そ
の
生
活
と
発
展
I
L
四
三
六
京
)
が
'
そ

の
開
き
が
何
時
頃
か
ら
疏
著
に
な
る
か
は
確
証
が
な
い
｡
た
だ
し

安
永
九
年
の
船
役
銀
に
つ
い
て
み
る
と
'
規
定
の
役
銀
に
五
割
の

一〇
九



近
世
後
期
に
お
け
る
一
万
石
大
名
領
陣
屋
町
の
経
済
的
機
能
(鶴
岡
)

二

〇

割
増
税
を
徴
収
し
て
い
る
か
ら
'
当
時
既
に
相
当
の
開
き
が
あ
っ

が
八
名
を
数
え
て
い
る
｡

た
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
｡

(
5

)

渡
辺
則
文

｢近
世
に
お
け
る
塩
の
流
通
｣
(『内
海
産
業
と
水
運

(
4
)

文
政
二
年
の
黒
川
騒
動
の
際
'
御
用
金
を
課
せ
ら
れ
た
者
の
う

の
史
的
研
究
』
所
収
)

ち
'
町
年
寄

･
割
元
等
行
政
機
構
に
連
な
る
者
及
び
才
覚
加
談
人

(
6

)

渡
辺
慶

一
｢江
戸
時
代
に
お
け
る
北
国
街
道
の
特
殊
性
｣

(伝

ら
を
除
く
殆
ど
全
員
が
匹
戸
袋
出
訴
に
参
加
し
て
い
る
が
'
不
参

浪

1
八
の
7
)

加
者
に
つ
い
て
の
説
明
に
'

｢当
時
上
方
行
｣
と
記
し
て
あ
る
者

(
7
)

三
井
文
庫
編

『
近
世
後
期
に
お
け
る
主
要
物
価
の
動
態
』

付
記本
稿
は
昭
和
三
九

･
四
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

(機
関
研
究
)

｢近
世
城
下
町
史
料
の
基
礎
的
研
究
｣
の
報
告
の
一
部
を
な
す
も

の
で
あ

る
｡
現
地
史
料
の
採
訪
に
当
っ
て
は
'
史
料
ご
所
蔵
の
小
林
昭
三
氏

･
池
原
真
事
氏
の
甚
大
な
る
ご
理
解
･
ご
好
意
の
下
に
'
貴
重
な
史
料
の
マ
イ

ク
ロ
･
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
投
影
を
御
許
可
下
さ
り
'
ま
た
糸
魚
川
市
教
育
委
員
会
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
'
符
に
綱
島
進
氏
に
は
調
査
の
都
度
'
史
料
の

ご
誘
導
を
賜
わ
り
'

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
を
お
か
け
し
た
L
t
青
海
町
史
編
纂
主
任
青
木
重
孝
氏
に
も
'
種
々
ご
教
示
を
頂
い
た
｡
こ
こ
に
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡




